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は
じ
め
に

Ⅳ
知
識
水
麓
一
の
向
上
に
よ
る
文
化
認
識
の
実
践
ｌ
朝
鮮
文
庫
お

ぺ
節
・
ク
ナ
ク
ジ
ュ
ン

第
一
章
白
樂
溶
に
お
け
る
教
育
理
念
の
展
開

よ
び
延
世
大
学
国
学
研
究
院
の
設
置

第
一
節
教
育
に
お
け
る
伝
統
文
化
の
強
調

第
三
節
言
論
復
興
と
白
樂
溶

ジ
・
ン
イ
ン
ボ

ー
学
問
に
お
け
る
実
践
的
態
度
の
強
調

‐
国
民
思
想
研
究
所
と
雑
誌
『
思
想
界
』
ｌ
鄭
寅
普
の
「
陽
明

Ⅱ
思
想
的
理
解
と
し
て
の
教
育
観
分
析
の
選
択

学
演
論
」
掲
戦

Ⅲ
啓
蒙
的
思
想
と
し
て
の
社
会
進
化
論
お
よ
び
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
Ⅱ
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
白
樂
溶
の
認
識
に
内
在
す
る
思
想
的
背
景

ラ
ン
チ
テ
ヤ
ォ

展
開

ｌ
梁
瞥
超
（
一
八
七
三
’
一
九
二
九
）
ら
に
よ
る
「
変
法
自

チ
ェ
ヒ
■
ン
ベ

Ⅳ
白
樂
溶
と
崖
弦
培
、
一
一
人
の
知
識
人
に
お
け
る
学
問
的
背
景

強
運
動
」
の
影
響
か
ら
延
世
大
学
新
聞
科
学
研
究
所
の
設
置
に

第
二
節
大
学
に
お
け
る
教
育
体
系
の
変
動

至
る
ま
で
（
以
上
、
本
号
）

Ｉ
制
度
教
育
の
導
入
過
程
に
お
け
る
試
練
期

第
二
章
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
の
展
開

Ⅱ
植
民
地
解
放
後
の
韓
国
に
お
け
る
教
育
自
治
制
度
導
入

第
一
節
「
文
化
」
の
役
割
に
対
す
る
考
察

Ⅲ
伝
統
文
化
に
対
す
る
愛
着
ｌ
実
学
を
通
し
た
文
化
の
実
践

Ｉ
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
の
基
礎
と
し
て
の
文
化

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崔
）

六
七

ベ
ッ
ク
ナ
ク
ジ
ュ
ン

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
Ｌ
」
政
治
思
想
の
展
開
（
｜
）

’
二
人
の
「
伝
統
」
と
「
西
欧
」
思
想
に
対
す
る
認
識
を
中
心
と
し
て
Ｉ

崔
先
鏑
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

Ⅱ
戦
前
教
育
の
根
拠
と
し
て
の
民
族
社
会
主
義
に
対
す
る
批
判
お

よ
び
文
化
概
念
の
志
向

Ⅲ
戦
前
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
と
南
原
繁
に
よ
る
思
想
的

応
用
お
よ
び
評
価

Ⅳ
戦
後
教
育
と
社
会
体
制
の
目
標
と
し
て
の
文
化
共
同
体
論

第
二
節
米
国
対
日
教
育
使
節
団
の
『
報
告
書
（
幻
８
．
『
【
・
帛
岳
の
□
ロ
ー
「

（
の
□
の
ご
－
＄
同
旨
Ｃ
貝
】
目
昌
】
⑪
⑪
】
○
口
（
○
］
弓
目
．
］
②
急
・
』
）
」

に
対
す
る
意
見

Ｉ
占
領
後
の
教
育
体
制
の
変
化

Ⅱ
戦
後
日
本
の
大
学
に
お
け
る
教
育
改
革
に
至
る
ま
で
の
試
練

ｌ
戦
前
の
滝
川
事
件
（
一
九
三
三
年
）
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
へ
の
関
与
ま
で
’

第
三
節
敗
戦
直
後
の
大
学
に
対
す
る
問
題
意
識

Ｉ
戦
後
、
日
本
の
大
学
復
興
の
傾
向

Ⅱ
南
原
繁
、
矢
内
原
忠
雄
の
残
し
た
課
題
ｌ
南
原
繁
の
「
新
日

本
文
化
の
創
造
論
」

第
三
章
二
人
の
思
想
に
お
け
る
共
通
点
お
よ
び
相
違
点
ｌ
彼
ら
に
お

け
る
教
育
観
形
成
の
基
盤
と
し
て
の
思
想

第
一
節
白
樂
溶
に
お
け
る
「
伝
統
」
認
識
と
キ
リ
ス
ト
教

六
八

Ｉ
教
会
史
研
究
の
動
機

Ⅱ
教
会
史
研
究
の
学
問
的
姿
勢

Ⅲ
朝
鮮
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置

Ⅳ
朝
鮮
に
お
け
る
教
会
史
研
究
の
意
義

第
二
節
伝
統
的
価
値
に
対
す
る
南
原
繁
の
西
欧
思
想
観

Ｉ
南
原
繁
に
お
け
る
宗
教
哲
学
観

Ⅱ
知
識
人
に
お
け
る
「
無
教
会
主
義
」
の
展
開
と
「
平
和
論
」
お

よ
び
伝
統
思
想
へ
の
愛
着
と
宗
教
的
信
念
Ｉ
信
仰
的
先
駆
者

と
し
て
の
内
村
鑑
三
・
矢
内
原
忠
雄

Ⅲ
南
原
繁
に
お
け
る
平
和
思
想
の
原
型
と
し
て
の
カ
ン
ト
思
想

ｌ
受
容
と
評
価

Ⅳ
戦
後
教
育
に
お
け
る
平
和
思
想
の
役
割

第
三
節
二
人
に
お
け
る
伝
統
と
歴
史
認
識

Ｉ
価
値
と
し
て
の
知
識
に
お
け
る
使
命
と
役
割

Ⅱ
「
奉
仕
（
い
の
『
く
ヨ
、
弓
の
８
ヨ
ョ
巨
巳
ご
）
」
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
タ

リ
ア
ニ
ズ
ム
（
百
日
目
旨
邑
四
日
⑫
曰
）
に
対
す
る
彼
ら
の
立

場

Ⅲ
知
識
人
に
お
け
る
共
通
の
価
値
お
よ
び
目
標
ｌ
む
す
び
ｌ

あ
と
が
き
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ア
ン

朝
鮮
王
朝
及
び
大
韓
帝
国
の
末
期
か
ら
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
期
に
掛
け
て
少
年
期
を
迎
え
た
彼
は
、
開
化
運
動
家
で
あ
っ
た
安

子
ヤ
ン
ポ
テ
ェ
イ
ゥ
ヒ
皿
・
〆

已
昌
浩
、
崔
益
絃
な
ど
の
人
物
に
よ
る
思
想
の
影
響
を
受
け
る
と
共
に
、
西
欧
の
「
新
学
問
」
と
接
し
て
、
西
欧
文
化
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
時
期
（
一
九
一
六
～
一
九
二
七
）
に
は
、
歴
史
学
と
神
学
を
学
ぶ
過
程
の
中
で
学
問
的
「
方
法

論
」
を
把
握
し
、
な
お
か
つ
、
欧
米
に
お
け
る
「
民
主
主
義
」
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

『
朝
鮮
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
歴
史
、
』
＄
国
～
ご
己
（
ヨ
ゴ
の
困
一
の
ｇ
ご
◎
｛
勺
８
－
の
⑪
国
貝
冨
）
⑫
⑫
一
・
口
ご
【
日
田
・
畠
患
Ｉ

ヨ
ン
セ

」
垣
」
◎
）
』
と
題
し
た
論
文
で
イ
ェ
ー
ル
大
学
（
尽
巴
の
ロ
曰
く
の
『
②
］
一
『
）
に
て
博
士
学
位
を
取
得
し
た
白
樂
溶
は
、
帰
国
後
、
現
在
の
延
世

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

六
九

放
、
朝
》

で
あ
る
。

彼
は
、
朝
鮮
半
島
・
韓
国
に
お
け
る
近
代
史
の
四
つ
の
大
き
い
分
岐
点
で
あ
っ
た
①
一
八
九
五
年
～
一
九
一
○
年
の
朝
鮮
王
朝
及
び
大

韓
帝
国
の
末
期
、
②
一
九
一
○
年
～
一
九
四
五
年
の
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
期
、
③
一
九
四
五
年
～
一
九
六
一
年
の
植
民
地
か
ら
の
解

放
、
朝
鮮
戦
争
、
独
裁
体
制
期
、
④
一
九
六
一
年
～
一
九
八
五
年
の
軍
事
政
権
期
、
と
い
う
激
動
の
時
期
を
生
き
抜
い
た
時
代
的
先
駆
者

身
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

べ
ヅ
ク
ナ
ク
ジ
ュ
ン

白
樂
溶
（
Ｆ
・
●
の
。
岡
の
勺
口
民
一
八
九
五
－
‐
’
九
八
五
）
は
、
近
代
韓
国
に
お
け
る
あ
ま
た
の
知
識
人
の
な
か
で
も
、
以
下
の
点
で
特

筆
に
値
す
る
最
も
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
西
欧
の
思
想
及
び
教
育
制
度
の
導
入
と
共
に
、
韓
国
の
思
想
界
及
び
教
育
制
度
を

革
新
す
る
た
め
に
努
力
し
た
知
識
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
特
に
彼
は
、
国
家
中
興
の
源
泉
を
「
教
育
」
と
見
て
、
一
生
を
教
育
事
業
に
献

は
じ
め
に
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

七
○

ヨ
ン
ヒ

大
学
（
『
・
己
の
①
」
ロ
ヨ
弓
の
『
②
】
ご
）
の
前
身
で
あ
る
延
禧
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
延
禧
大
学
の
文
科
の
教
授
と
し
て
勤
め
て
い
た
時
期

チ
ニ
ヒ
回
ン
ベ
ジ
ロ
ン
イ
ン
ポ
ベ
ヅ
ク
ナ
ム
ウ
ン
イ
ス
ン
テ
ヲ
ク

（
一
九
一
一
七
’
一
九
一
一
一
八
）
に
は
、
同
僚
の
崔
鉱
塔
、
鄭
寅
普
、
白
南
雲
、
李
順
鐸
な
ど
と
協
力
し
て
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
教
育
の
実
施
な

ど
を
基
本
と
し
た
「
朝
鮮
語
学
会
」
を
開
き
、
母
国
語
に
よ
る
エ
リ
ー
ト
教
育
を
試
み
た
が
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
り
発
覚
、
教
授
職
を
剥

（
１
）
 

脱
さ
れ
た
。
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
が
終
わ
っ
た
後
、
大
学
に
戻
っ
て
き
た
白
樂
溶
は
、
植
民
地
解
放
後
の
延
世
大
学
に
初
代
総
長
と

し
て
就
任
し
、
伝
統
的
「
知
」
「
徳
」
「
体
」
理
念
と
共
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
基
づ
く
教
育
理
想
を
兼
備
し
た
自
ら
の
教
育
理
念
に

（
２
）
 

よ
っ
て
、
理
工
教
育
な
ど
の
よ
り
実
利
的
な
教
養
教
育
の
導
入
お
よ
び
男
一
斗
共
学
制
度
を
導
入
し
た
。

ホ
ン
イ
ソ
グ
イ
ン
ガ
ン

ま
た
、
国
家
の
教
育
担
当
部
署
で
あ
る
文
教
部
の
長
官
と
し
て
在
任
し
た
頃
、
彼
は
、
「
弘
益
人
間
」
育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
立
て
、

「
義
務
教
育
制
度
」
と
「
教
育
自
治
制
」
を
拡
大
実
施
し
た
。
朝
鮮
戦
争
中
に
は
「
戦
時
露
天
教
育
」
と
呼
ば
れ
る
戦
時
中
の
学
校
教
育

（
３
）
 

事
業
の
実
施
と
共
に
、
戦
時
連
合
大
学
の
設
立
に
も
精
摩
極
的
に
貢
献
し
た
。

一
方
、
南
原
繁
二
八
八
九
’
’
九
七
四
）
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
西
欧
思
想
及
び
学
問
の
紹
介
者
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦

後
の
日
本
の
人
々
に
と
っ
て
も
重
要
な
「
普
遍
性
」
を
探
り
続
け
た
思
想
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
知
識
人
エ
リ
ー
ト
の
一
人
と
し
て
多

様
な
手
段
を
も
っ
て
自
ら
の
見
解
を
表
明
し
、
且
つ
、
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
彼
の
知
的
世
界
の
内
部
に
は
、
近
代
日
本
の
歴
史
的
、
思

想
的
課
題
と
共
に
、
自
ら
の
精
神
形
成
の
過
程
の
中
で
生
じ
た
近
代
日
本
の
歴
史
・
思
想
に
お
け
る
本
質
的
課
題
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
本
論
は
、
拙
論
で
あ
る
『
南
原
繁
に
お
け
る
超
国
家
主
義
批
判
に
関
す
る
考
察
』
（
二
○
○
二
年
度
法
政
大
学
大
学
院
修
士

論
文
）
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
総
合
的
な
考
察
の
「
必
要
性
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
今
回
は
、
同
時
代
の
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
知
識
人
で
あ
っ
た
白
樂
溶
二
八
九
五
－
一
九
八
五
）
を
第
一
に
取
り
上
げ
、
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
思
想
に
お
け

る
共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

Hosei University Repository



東
ア
ジ
ア
の
時
代
と
歴
史
は
、
一
九
世
紀
以
後
、
急
激
な
変
化
を
重
ね
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
転
換
期
に
お
い
て
我
々
ア

ジ
ア
の
文
化
が
如
何
な
る
変
化
を
経
験
し
て
今
日
に
至
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
、
な
お
且
つ
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
知
識
人
た
ち

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

七
一

現
在
の
夏
泉
大
学
の
前
身
で
あ
る
墓
泉
帝
国
大
学
の
戦
後
初
代
の
総
長
と
な
っ
た
南
原
繁
は
、
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
教
育
改
革
に
深

く
関
与
し
て
い
る
。
ま
ず
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
文
化
的
「
共
同
体
」
概
念
に
根
ざ
し
た
民
主
主
義
的
政
治
社
会
の
形
成
に

と
っ
て
、
最
重
要
の
前
提
条
件
を
成
す
と
の
観
点
か
ら
、
高
等
教
育
機
関
進
学
へ
の
機
会
均
等
の
保
障
な
ど
の
た
め
旧
制
高
等
学
校
の
廃

止
を
含
む
大
幅
な
制
度
的
再
編
成
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
憲
法
案
に
対
し
て
、
南
原
は
「
個
」
に
基
づ
く
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
原
理

の
必
然
性
を
認
め
、
そ
の
実
現
を
積
極
的
に
肯
定
し
つ
つ
も
、
戦
後
の
日
本
の
社
会
体
制
に
お
け
る
「
自
主
性
の
欠
如
」
を
指
摘
、
「
伝

統
的
文
化
」
と
断
絶
し
て
い
る
点
、
お
よ
び
新
し
い
価
値
原
理
の
定
着
を
妨
げ
る
障
害
と
し
て
認
識
、
批
判
し
た
。

こ
の
よ
う
な
南
原
の
態
度
は
、
絶
対
的
文
化
価
値
と
し
て
の
日
本
の
「
伝
統
文
化
」
意
識
を
始
め
と
す
る
価
値
観
に
基
づ
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
南
原
は
、
「
個
」
に
基
づ
く
自
由
主
義
的
民
主
主
義
は
、
そ
れ
自
体
が
「
多
様
性
」
を
実
現
す
る
基
盤
と
し
て
、
政
治
的

（
４
）
 

価
値
を
保
持
す
る
も
の
と
し
て
の
「
自
由
」
の
実
現
に
直
結
し
て
い
る
と
者
》
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
形
成

さ
れ
て
き
た
文
化
的
「
共
同
体
」
こ
そ
が
、
新
し
い
時
代
を
開
く
た
め
の
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
主
張
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

南
原
の
価
値
観
は
、
普
通
の
「
文
化
的
」
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
部
に
存
在
す
る
精
神
的
価
値
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
実
に
対
す
る
彼
の
態
度
は
、
内
在
す
る
精
神
を
含
ん
だ
「
文
化
的
価
値
」
と
密
接
な
連
関
が
あ
る
と
私
は
推
察
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
南
原
の
価
値
観
、
ま
た
戦
後
改
革
に
処
す
る
彼
の
観
点
と
態
度
が
い
か
な
る
形
態
で
社
会
に
反
映
さ
れ
、

そ
の
価
値
観
の
究
極
の
点
が
何
処
か
に
つ
い
て
、
白
樂
溶
と
比
較
し
、
考
察
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
当
為
性
な
ら
び
に
妥
当
性
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
。
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文
化
」
の
う
ち
、
足
り
』

彼
ら
の
主
張
で
あ
っ
た
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

七
二

の
先
駆
的
意
識
を
こ
の
時
代
の
文
化
と
思
想
の
方
向
設
定
の
参
考
に
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
は
こ
の
論
文
の
中
で
近
代
歴
史
に
お
い
て
、
韓
国
と
日
本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
二
人
の
知
識
人
、
白
樂
溶

と
南
原
繁
が
選
択
し
た
思
想
世
界
に
基
づ
い
て
、
彼
ら
の
価
値
観
を
形
成
し
た
い
く
つ
か
の
原
因
お
よ
び
契
機
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
分

析
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
近
代
」
意
識
の
展
開
の
意
味
を
検
証
す
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
「
近
代
」
的
意
識
の
展
開
が
現
実
世
界
に
与

え
る
教
訓
に
つ
い
て
総
合
的
に
比
較
、
考
察
し
て
行
き
た
い
。

ま
ず
、
朝
騨
評
半
島
に
お
け
る
近
代
化
と
戦
後
改
革
へ
の
転
換
を
主
導
し
た
知
識
人
の
性
向
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
に
分
か
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
伝
統
的
な
朱
子
学
を
守
っ
て
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
打
鰔
煙
を
主
張
し
た
近
代
朝
鮮
時
代
末
期
の
「
衛
正
斥

邪
派
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
改
革
の
実
行
を
試
み
た
「
伝
統
志
向
知
識
人
」
で
あ
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
成
熟
し
て
き
た
自
ら
の
「
伝
統

文
化
」
の
う
ち
、
足
り
な
い
部
分
を
補
完
的
に
拡
充
し
て
、
そ
の
「
伝
統
文
化
」
に
基
づ
く
新
し
い
文
化
と
制
度
を
開
こ
う
と
し
た
の
が

こ
の
一
方
、
も
う
一
つ
の
知
識
人
の
流
れ
と
し
て
、
西
欧
の
文
化
お
よ
び
文
物
の
直
接
輸
入
を
含
む
全
く
新
し
い
形
態
の
「
近
代
化
」

の
方
を
志
向
し
た
「
近
代
化
志
向
知
識
人
」
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
古
き
伝
統
文
化
を
打
破
し
、
先
進
的
な
西
欧
の
「
新
文
化
」
の
積
極
的

受
容
こ
そ
が
近
代
化
で
あ
る
と
い
う
観
点
を
持
っ
て
い
た
。

よ
り
大
き
く
拡
大
し
て
考
察
し
て
み
る
と
、
近
代
の
日
本
に
お
い
て
も
同
様
な
「
二
つ
」
の
相
異
な
る
流
れ
が
存
在
し
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
か
つ
、
こ
の
「
二
つ
」
相
異
な
る
流
れ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
一
致
す
る
共
通
的
思
想
を
有
す
る
知
識
人
を
対
象
に

比
較
・
検
証
を
行
う
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
近
代
化
と
戦
後
改
革
へ
の
転
換
を
主
導
し
た
「
近
代
化
志
向
知
識
人
」
た
ち
の
間
に
も
、
そ
の
方
法
論
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に
お
い
て
は
多
少
の
差
が
存
在
し
た
。
西
欧
か
ら
入
っ
て
来
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
お
よ
び
教
員
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
に
対
し
て
植
民
地

政
策
を
行
っ
た
日
本
な
ど
を
通
じ
て
新
文
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
試
み
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
も
う
一
方
で
は
、
よ
り
積
極
的
な
「
近

代
化
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
西
欧
世
界
へ
の
留
学
の
方
法
を
選
ん
だ
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
留
学
派
知
識
人
に
よ
る
積
極
的
な

受
容
、
そ
し
て
日
本
な
ど
を
経
由
し
て
入
っ
て
き
た
学
問
お
よ
び
制
度
は
、
す
ぐ
に
「
伝
統
文
化
」
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
時
期
の
新

文
化
の
受
容
と
関
連
し
た
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
い
わ
ゆ
る
「
啓
蒙
主
義
小
説
」
に
も
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
海
外

へ
の
留
学
と
新
教
育
に
よ
る
文
化
の
受
容
、
新
制
度
の
建
設
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
白
樂
溶
は
、
こ

の
よ
う
な
「
啓
蒙
主
義
小
説
」
の
主
題
を
構
成
す
る
主
役
た
ち
が
志
向
し
て
い
た
そ
の
実
現
的
目
標
を
直
接
現
実
的
に
設
定
・
実
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
伝
統
文
化
の
刷
新
に
肯
定
的
に
寄
与
し
た
典
型
的
エ
リ
ー
ト
知
識
人
と
も
言
え
よ
う
。

｜
方
、
南
原
繁
は
、
日
本
に
お
け
る
「
伝
統
文
化
」
に
対
し
て
愛
着
を
持
ち
つ
つ
、
西
欧
の
思
想
お
よ
び
制
度
を
戦
後
の
日
本
社
会
に

積
極
的
に
受
容
し
よ
う
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
伝
統
文
化
‐
｜
に
対
す
る
彼
ら
の
「
認
識
」
と
「
実
践
」
的
作
業
が
戦
後
の
韓
国
と
日

本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
学
問
と
文
化
、
制
度
の
成
立
と
発
展
に
如
何
な
る
形
で
寄
与
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
意
味
あ
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
人
に
関
す
る
比
較
を
視
野
に
入
れ
た
先
行
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
国
に
お
け
る
学
者
た
ち
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
対
す

る
研
究
以
外
に
、
比
較
な
ど
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
私
の
研
究
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
白
樂
溶
と
南
原

繁
の
「
伝
統
文
化
」
に
対
す
る
認
識
と
そ
の
「
実
践
」
に
従
っ
て
、
そ
の
原
動
力
と
契
機
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
考
察
す
る
と
と

も
に
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
彼
ら
エ
リ
ー
ト
知
識
人
た
ち
が
残
し
た
思
想
の
痕
跡
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

七
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学
問
の
「
実
践
」
で
あ
日

判
断
し
た
。
彼
の
教
育
思
舘

こ
と
を
資
料
と
し
て
、
そ
（

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
（

主
張
し
た
「
学
問
的
繁
栄
」

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
の
思
想
的
面

し
か
し
、
彼
の
思
想
的
理
念
を
検
証
し
た
上
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
正
統
的
な
思
想
史
の
な
か
に
お
け
る
彼
の
価
値
的
立
場
を
検
証
、

整
理
す
る
た
め
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
、
彼
が
習
得
・
研
究
を
行
っ
た
学
問
、
す
な
わ
ち
歴
史
学
・
神
学
・
政
治
学
・
宗
教
歴
史
学
、

教
育
学
、
修
辞
学
な
ど
の
学
問
が
有
す
る
性
格
と
彼
が
生
き
た
時
代
と
環
境
的
背
景
か
ら
習
得
し
た
思
想
的
立
場
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

Ｉ
学
問
に
お
け
る
「
実
践
的
態
度
」
の
強
調

白
樂
溶
に
お
け
る
最
も
主
な
る
教
育
理
念
、
そ
れ
は
世
界
中
の
学
問
と
の
交
流
を
通
じ
た
「
学
問
的
繁
栄
」
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
そ
の

問
の
「
実
践
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
「
学
問
的
繁
栄
」
と
「
実
践
的
態
度
」
が
、
究
極
的
に
は
民
族
と
人
類
の
繁
栄
に
繋
が
る
と

断
し
た
。
彼
の
教
育
思
想
と
そ
の
哲
学
に
お
け
る
構
造
を
整
理
す
る
た
め
に
は
、
韓
国
教
育
の
歴
史
的
現
実
の
中
で
、
彼
が
関
与
し
た

と
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
思
想
の
契
機
、
理
念
的
性
向
、
価
値
観
お
よ
び
人
間
観
な
ど
に
つ
い
て
帰
納
的
に
追
跡
し
、
類
推
す
る
必
要

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
過
程
の
中
か
ら
、
彼
が
残
し
た
文
書
に
表
出
さ
れ
た
理
想
と
信
念
、
そ
し
て
価
値
観
な
ど
を
点
検
し
、
彼
が

張
し
た
「
学
問
的
繁
栄
」
と
「
実
践
的
態
度
」
な
ど
の
理
念
が
、
い
か
な
る
形
で
社
会
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
し
て
み

第
一
章
白
樂
溶
に
お
け
る
教
育
理
念
の
展
開

第
一
節
教
育
に
お
け
る
伝
統
文
化
の
強
調

法
学
志
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一
方
、
彼
の
主
な
る
主
張
で
も
あ
っ
た
世
界
中
の
学
問
と
の
交
流
を
通
じ
た
「
学
問
の
繁
栄
」
と
「
実
践
的
態
度
」
と
い
う
理
念
は
、

ソ
■
ン
ヤ
ヅ
ク
ヨ
ン

朝
鮮
時
代
後
期
の
実
学
者
丁
若
鋪
の
よ
う
な
近
代
実
学
運
動
の
主
役
た
ち
と
も
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
。
白
樂
溶
は
、
一
九
六
七
年
一

ヨ
ン
七

一
月
一
一
一
日
に
延
世
大
学
東
方
学
研
究
所
主
催
の
実
学
講
座
で
次
の
よ
う
な
講
演
を
行
っ
た
。

っ
た
の
か
に
対
す
る
答
え
を
探
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
質
問
に
対
し
て
、
い
か
な
る
答
え
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
、
彼
の
思
想
と
教
育
理
念
の
性
格
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
そ
れ
を
「
実
学
」
、
「
民
族
愛
」
、
「
理
想

主
義
」
の
三
つ
の
流
れ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

ヨ
ン
ヒ

白
樂
溶
の
思
史
に
お
け
る
一
一
一
つ
の
流
れ
の
中
で
、
最
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
が
「
実
学
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
延
禧
大

学
の
教
授
と
勤
め
て
い
た
頃
、
実
学
研
究
の
契
機
に
備
え
て
、
自
ら
の
教
育
一
々
法
に
お
け
る
実
学
的
原
則
を
積
極
的
に
導
入
・
活
用
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
と
一
々
法
論
だ
け
で
は
な
く
、
教
師
返
珠
用
と
教
授
構
成
に
お
い
て
も
彼
は
、
学
閥
、
思
想
の
傾
向
、
宗
教
な
ど

の
一
般
的
基
準
に
拘
泥
せ
ず
、
学
生
の
教
育
そ
の
も
の
に
中
心
を
お
い
て
、
よ
り
多
用
な
背
景
の
人
物
を
招
聰
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
傾

け
た
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
方
針
は
、
い
わ
ゆ
る
西
欧
型
の
「
功
利
主
義
的
教
育
」
の
実
現
と
い
う
理
念
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。私
の
教
育
理
念
の
中
で
最
も
基
本
に
な
る
も
の
と
は
「
実
践
的
態
度
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
主
張
し

続
け
て
来
ら
れ
た
実
学
精
神
の
基
本
で
も
あ
る
。
…
…
近
代
の
実
学
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
国
政
と
厚
生
の
方
向
を

決
め
て
き
た
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
全
て
の
国
家
的
・
社
会
的
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
人
の
生
活
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
実
践

（
５
）
 

的
態
度
」
を
最
優
先
す
べ
き
要
素
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
二
（
崖
）

七
五
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こ
こ
で
説
明
し
た
「
実
践
」
の
理
念
こ
そ
が
彼
自
ら
が
決
め
た
原
則
と
み
て
も
良
い
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
「
白
樂
溶
が
主
張
し
た
「
民
族
愛
」
思
想
と
は
、
「
国
粋
主
義
」
、
或
い
は
「
排
他
主
義
」
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
日
本
文
化

へ
の
同
一
化
か
ら
解
き
放
た
れ
、
禁
じ
ら
れ
た
「
郷
土
愛
」
を
回
復
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
彼
は
、
民
族
に
適

切
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
選
ぶ
た
め
に
、
む
し
ろ
世
界
と
の
「
均
衡
」
と
「
調
和
」
を
強
調
し
て
い
る
。

彼
は
こ
の
よ
う
な
「
均
衡
」
と
「
調
和
」
が
、
多
く
の
人
々
に
民
族
の
「
伝
統
文
化
」
が
効
率
的
に
伝
わ
る
方
法
、
社
会
の
変
化
に
適

応
し
つ
つ
そ
の
社
会
的
変
化
を
主
導
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
方
法
、
そ
し
て
、
教
育
を
行
う
「
既
成
の
世
代
」
の
立
場
よ
り
は
、

（
６
）
 

そ
の
教
育
を
受
け
る
立
場
の
「
未
来
の
世
代
」
を
中
心
と
し
た
教
育
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

「
人
格
教
育
を
重
視
し
、
民
主
的
独
立
国
家
の
国
民
が
持
つ
べ
き
品
格
の
陶
冶
「
｜
と
決
め
た
戦
後
教
育
方
針
を
そ
の
初
め
と
し
て
、
教

育
の
方
法
論
に
お
い
て
は
皮
相
的
な
模
倣
を
警
戒
し
た
。
ま
た
、
知
識
教
育
に
お
い
て
は
、
「
正
確
性
」
と
「
徹
底
性
」
を
強
調
す
る
こ

（
７
）
 

と
に
よ
っ
て
教
育
水
準
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
彼
自
ら
の
意
欲
的
教
育
方
針
を
通
じ
て
国
民
の
底
力
を
一
段
階
高
め
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
制
度
お
よ
び
思
想
が
進
む
べ
き
方
向
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
痕
跡
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ

う
な
理
由
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
白
樂
溶
を
「
民
族
愛
」
を
重
視
し
た
思
想
家
と
し
て
、
そ
の
性
格
を
規
定
す
る
十
分
な
根
拠
に

な
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

ホ
ン
イ
ッ
ク
イ
ン
ガ
ン

そ
し
て
、
白
樂
溶
は
、
道
理
を
重
視
し
た
教
育
理
念
が
志
向
す
る
究
極
点
が
、
「
弘
益
人
間
（
三
関
冒
Ｅ
白
い
の
『
『
－
，
の
｛
◎
西
巨
ョ
目
‐

（
８
）
 

諄
く
）
」
の
理
念
の
実
践
で
あ
る
と
語
っ
た
。
彼
は
、
「
広
く
人
間
を
有
益
に
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
弘
益
人
間
」
の
理
念
を
実
現
す
る

（
９
）
 

た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
人
格
の
陶
冶
、
民
族
的
自
尊
心
の
兼
備
、
そ
し
て
公
辻
〈
の
利
益
を
追
求
し
世
界
文
化
に
貢
献
す
る
こ
と
な
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成
功
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
白
樂
溶
は
、
「

己
弓
）
」
』
栢
神
に
あ
る
と

彼
は
、
韓
国
が
日
本
の
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
の
一
九
四
六
年
、
現
在
の
延
世
大
学
に
お
い
て
韓
国
で
は
初
め
て
と
な
る
「
男

女
共
学
制
」
を
実
施
し
た
。
以
後
、
政
府
の
教
育
担
当
部
署
で
あ
る
文
教
部
の
長
官
を
併
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
白
樂
溶
は
、
関
連
部
署

の
多
く
の
行
政
官
僚
た
ち
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
男
女
共
学
制
度
」
拡
大
を
建
議
す
る
と
と
も
に
「
教
育
自
治
制
度
」
の
発
足
を

た
の
で
あ
ろ
う
。

白
樂
溶
の
教
育
理
念
に
お
け
る
理
想
主
義
は
、
も
ち
ろ
ん
、
観
念
的
理
想
主
義
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
彼
自
ら
が
「
実
践
」
し
、

そ
の
「
実
践
」
の
土
台
の
上
に
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
現
実
的
側
面
を
兼
備
し
た
理
想
主
義
的
思
想
と
も
言
え
よ
う
。
彼

の
思
想
が
教
育
に
関
す
る
単
な
る
空
想
で
止
ま
ら
ず
「
理
想
」
と
な
れ
る
根
拠
は
、
彼
の
「
実
学
」
志
向
の
理
念
、
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ
ム
内
部
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
彼
は
、
そ
の
「
現
実
的
改
革
」
と
「
実
践
」
に
着
手
し

ど
を
規
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
教
育
理
念
は
「
世
界
平
和
」
と
い
う
人
類
全
体
の
理
想
に
帰
結
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

著
書
『
我
が
最
終
講
義
録
』
の
「
世
界
平
和
」
と
い
う
章
の
中
で
彼
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
世
界
平
和
」
と
は
人
類
の
理
想
で
あ
る
。
そ
の
理
想
が
生
き
て
い
る
限
り
、
い
つ
か
実
現
で
き
る
曰
が
来
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た

（
⑪
）
 

め
、
我
々
は
そ
れ
左
）
「
理
想
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
「
空
想
」
と
は
呼
ば
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

白
樂
溶
は
、
「
教
育
」
の
本
来
的
な
意
義
は
「
自
己
実
現
（
の
島
‐
『
８
］
】
田
菖
○
口
）
」
お
よ
び
「
奉
仕
（
の
①
。
旨
い
岳
の
８
日
曰
巨
‐

精
神
に
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ
い
て
、
彼
は
、
教
育
の
本
来
的
意
義
で
あ
る
「
奉
仕
」
と
は
、
自
発

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
〈
崖
）

七
七
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重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

（
吃
）

一
九
四
五
年
、
在
朝
鮮
ア
メ
リ
カ
司
令
部
軍
政
庁
（
□
の
少
三
の
【
．
ご
己
（
の
。
の
目
の
⑫
宵
日
昌
冨
冒
禺
］
○
○
ぐ
の
『
ロ
ョ
の
貝
ご
【
。
『
の
ロ
）

に
よ
る
「
韓
国
教
育
審
議
会
」
が
編
成
さ
れ
、
教
育
担
当
部
署
で
あ
っ
た
そ
の
第
一
分
課
に
お
い
て
教
育
理
念
を
案
出
す
る
こ
と
に
な
っ

ホ
ン
イ
ラ
ク
イ
ン
ガ
ン

た
時
、
白
樂
溶
は
そ
の
教
育
理
念
と
し
て
「
弘
益
人
間
」
を
提
案
し
た
。
彼
は
「
弘
益
人
間
」
を
．
ニ
ロ
メ
ー
ョ
ロ
ョ
の
①
『
ぐ
】
・
の
（
。
函
匡
白
ロ
ロ
ー

】
ご
・
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
軍
政
庁
へ
同
時
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
っ
た
「
弘
益
人
間
」
と
は
、
包
括
的
に
は

「
知
」
「
徳
」
「
体
」
を
兼
備
し
た
人
間
を
指
す
と
共
に
民
族
と
世
界
に
奉
仕
す
る
利
他
的
人
間
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

タ
ン
グ
ン

で
は
彼
が
主
張
し
た
「
弘
益
人
間
」
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
建
国
神
話
の
「
檀
君
神
話
」
に
着
眼
点
を
お
い
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

む
し
ろ
彼
の
思
想
の
基
礎
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
上
葎
町
「
奉
仕
精
神
」
が
教
育
理
念
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
白
樂
溶
は
、
こ
の
よ
う
な
個
々
人
の
人
格
の
完
成
の
上
に
西
欧
の
民
主
主
義
を
新
た
な
社
会
体
制
の
主
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し
て
導
入
す
る
こ
と
を
夢
見
た
の
で
あ
る
。
民
主
主
義
社
会
体
制
に
対
す
る
彼
の
信
念
は
、
「
近
代
化
」
の
要
諦
を
「
縦
軸
的
」
社
会

体
制
か
ら
「
横
軸
的
」
社
会
体
制
へ
の
転
移
と
し
て
把
握
し
た
と
こ
ろ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
「
最
近
、
既
存

の
権
威
主
義
を
清
算
し
て
、
民
主
主
義
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
声
が
聞
こ
え
る
。
民
主
主
義
朴
注
室
体
制
と
は
、
不
当
な
権
威
に
服
従
す
る

（
凪
）

『
縦
軸
的
』
社
会
体
制
で
は
な
く
、
お
互
い
に
奉
仕
し
△
ロ
う
『
横
軸
的
』
社
会
体
制
を
指
す
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
横

軸
的
」
社
会
体
制
に
お
け
る
生
活
方
式
こ
そ
が
、
お
互
い
に
よ
る
「
奉
仕
的
」
生
活
方
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
示
し
た
。
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的
に
他
者
の
立
場
を
理
解
し
、
そ
の
他
者
の
た
め
に
行
う
「
利
他
行
為
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
奉
仕
」
と
は

「
自
己
実
現
」
と
発
展
だ
け
で
は
な
く
、
本
当
の
意
味
で
の
「
幸
福
」
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
奉
仕
」
そ
の
も
の
自
体
が

（
Ⅲ
）
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彼
の
言
う
民
主
主
義
と
は
、
個
人
の
「
自
己
」
の
表
現
と
発
展
の
た
め
の
最
も
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
個
々
人
に
お
け
る

「
創
意
的
精
神
」
が
歴
史
と
社
会
の
発
展
に
繋
が
る
基
礎
と
な
る
と
判
断
し
て
い
た
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
「
創
意
性
」
を
有
す
る
人

間
の
人
格
的
尊
厳
性
を
尊
重
す
る
部
分
こ
そ
、
民
主
主
義
の
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
「
個
人
」

に
お
け
る
人
格
と
自
由
を
侵
害
す
る
、
如
何
な
る
形
の
思
想
と
社
会
体
制
も
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
に
開
か

れ
た
「
ユ
ネ
ス
コ
（
ご
ｚ
園
Ｏ
○
）
世
界
人
権
共
同
宣
言
」
草
案
起
草
会
議
に
参
加
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
、
彼
は
、
人
間
の
自
由
な

「
権
利
」
で
あ
る
「
人
権
」
の
意
味
を
覚
醒
し
た
上
で
、
こ
れ
を
守
っ
て
擁
護
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

特
に
白
樂
溶
は
、
教
育
を
通
し
て
民
主
主
義
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
究
極
的
に
は
民
主
的
な
社

会
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
教
育
内
容
お
よ
び
教
育
制
度
に
お
け
る
民
主
的
運
用
と
共
に
、
教
員
が
民
主
的
教
育
を
実
行
で
き
る
よ
う
な

量
的
・
質
的
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
力
説
し
た
。
彼
は
「
民
主
国
家
と
は
、
『
民
』
に
よ
っ
て
自
主
的
に
運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『
民
』
に
よ
る
国
家
運
用
を
実
現
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
事
業
が
『
教
育
自
治
』
の
制
度
的
完
成
で
あ
る
」
と
語
っ
た
上
、
国
務
議
員

文
教
部
長
官
と
し
て
、
一
九
五
二
年
六
月
末
か
ら
教
育
自
治
制
度
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
国
会
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
白

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
二
（
崖
）

七
九

三
の
め
ず
○
巳
。
ｐ
Ｃ
（
す
の
ｇ
ｏ
－
ｏ
ｍ
の
｛
一
○
ヨ
ロ
の
Ｏ
」
山
『
曰
、
三
四
〔
□
の
曰
ｏ
ｏ
Ｂ
Ｑ
一
切
岳
の
ｍ
○
四
一
．
命
亘
⑫
８
『
》
・
三
目
【
ヨ
ロ
コ
凹
叩
○
口
⑩
の
』
ロ
，

頻一の。『】、一口四口。。□の②－．ｍ｝の伽。、」。ごぐずのロ（ゴの－－，画一○〔Ｑの【ｐＣＣ『四○］すのｎｏ門口の⑪●目口一一六の四ｍ一」閂ゴロ】の『。［回ロロ】ゴワー、■‐

。■いの望『コケ。」・寡『①、の｛９－の、○口『四ｍの●》ロのご『の②印のＱ】四コ。［『口⑫（円座←の□・勺『○ｍ『の⑩のワのｎｏ爲口①⑫】【ロ己○の印一ヶ｜の寡「ずｏｐｍｏｏｑロ①ＣＯ
（
脚
）

ご｜のの【○つ勇司。『丙】ロ、。旧の斤巨の『の口の量『。こ『［巴芹ゴーコロ『○ぬ『○ｍの山口Ｑ『一の①ロロ命○局（ロの踵口四］ぐ】。｛。『］ｏ喘。Ｑご○。『四。垣．
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樂
溶
に
お
け
る
思
想
と
学
問
は
「
教
育
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
要
素
に
凝
集
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
、
白
樂
溶
が
最
も
重
要
視
し
た
こ
と
が
「
人
格
の
陶
冶
」
で
あ
る
。
彼
は
「
道
徳
性
教
育
」
に
よ
る
人
格
の

完
成
の
上
に
「
民
主
主
義
」
は
成
り
立
つ
と
見
て
い
た
。

こ
れ
は
、
「
民
主
主
義
」
と
は
政
治
的
・
制
度
的
側
面
だ
け
で
は
完
成
不
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
個
々
人
に
お
い
て
「
人
格
」
が
備
え

ら
れ
る
時
に
そ
の
意
味
を
発
揮
す
る
と
い
う
内
容
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
個
々
人
に
お
け
る
「
人
格
の
陶
冶
」
と
「
民
主

主
義
の
実
現
」
を
同
一
の
脈
絡
で
判
断
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「
人
格
の
陶
冶
」
と
「
民
主
主
義
の
実
現
」
は
、
個
々
人
の
道
徳
と
意
識
の
成
熟
が
あ
っ
て
か
ら
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
。

今
日
を
生
き
る
我
々
の
「
道
義
標
準
」
と
は
何
か
。
こ
れ
を
「
民
主
主
義
」
と
い
う
一
つ
の
要
素
を
通
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

一
般
的
に
「
民
主
主
義
」
と
い
う
と
政
治
的
・
制
度
的
側
面
だ
け
に
限
っ
て
把
握
す
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
は
政
治
的
・
制
度
的

｛
旧
）

理
（
己
に
あ
る
と
同
時
に
、
我
々
人
間
が
「
精
神
的
豊
か
さ
」
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
「
法
則
」
で
も
あ
ろ
う
。

「
道
義
的
教
育
」
は
、
個
々
人
の
「
人
格
」
が
円
満
に
発
揮
で
き
る
時
に
可
能
と
な
る
。
「
人
格
」
を
啓
発
す
る
た
め
に
は
、
「
民

主
主
義
」
の
原
則
と
し
て
の
個
々
人
の
「
個
性
の
尊
重
」
と
他
者
の
「
権
利
の
尊
重
」
の
「
実
践
」
が
必
要
で
あ
る
。
「
道
義
的
教

（
旧
）

育
」
は
、
こ
の
上
に
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
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道
徳
的
・
奉
仕
的
な
人
間
像
を
目
指
し
て
い
た
白
樂
溶
の
教
育
理
念
は
、
単
純
に
政
治
的
な
意
味
で
の
民
主
主
義
の
実
現
以
上
に
、
個

人
の
「
人
格
」
そ
の
も
の
を
前
提
と
す
る
「
普
遍
的
個
人
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
の
「
道
徳
性
」
か
ら
出
発
し
て
、
社
会
へ
の

「
奉
仕
」
を
「
実
践
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
彼
の
教
育
観
お
よ
び
思
想
は
、
南
原
繁
の
思
想
の
出
発
点
と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
二
人
が
生
き
た
時
代
状
況
と
宗
教
観
な
ど
が
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
人
に
と
っ
て
「
戦
後
」
と
い
う
舞
台
は
、
学
問
と
思
想
を
通
し
て
国
家
を
再
生
し
、
教
育
制
度
改
革
な
ど
を
通
し
て
新
た
な
戦

後
体
制
を
構
築
、
実
現
し
よ
う
と
し
た
「
挑
戦
の
場
」
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
が
生
き
た
近
代
か
ら
現
代
ま
で
の
時
間
を
振
り
返
っ
て
、
そ

の
業
績
と
思
想
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
後
の
世
代
に
も
彼
ら
が
適
し
た
「
道
義
」
精
神
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
と
い
え

よ
》
っ
。

白
樂
溶
が
、
教
育
理
念
の
基
礎
と
し
て
主
張
し
た
「
弘
益
人
間
（
三
賀
す
■
曰
の
の
『
ぐ
－
８
８
頭
ロ
日
目
ご
）
」
の
内
部
に
は
、
道
徳
性
の

函
養
を
通
し
て
社
会
に
奉
仕
す
る
人
間
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ
思
想
的
理
解
と
し
て
の
「
教
育
観
」
分
析
の
選
択

こ
れ
ま
で
は
「
思
想
史
」
、
或
い
は
あ
る
人
物
の
「
思
想
」
に
つ
い
て
論
議
す
る
場
合
、
概
念
的
解
釈
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
か

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
｜
）
（
崖
）

八
一

民
主
主
義
の
基
本
的
精
神
を
有
効
に
す
る
た
め
、
人
間
と
し
て
の
完
全
な
人
格
を
発
揮
で
き
る
資
質
を
備
え
、
他
者
お
よ
び
社
会

（
Ⅳ
）
 

福
利
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
す
る
の
が
「
弘
益
人
間
」
理
念
が
有
す
る
意
味
で
あ
る
。
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白
樂
溶
の
思
想
が
有
す
る
意
味
を
探
っ
て
い
く
方
法
論
と
し
て
、
「
教
育
観
」
を
選
ん
だ
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
彼
は
、
近
代
以
後
の

西
欧
文
物
・
制
度
の
輸
入
過
程
お
よ
び
植
民
地
政
策
過
程
に
お
い
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
伝
統
」
文
化
と
意
識
の
強
調
を
通
じ
て
、
戦

後
の
教
育
が
制
度
的
規
格
化
だ
け
に
流
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
の
努
力
を
続
け
た
。
同
時
に
彼
は
、
二
人
の
人
間
の
『
人
格
的
成
熟
』

は
、
家
庭
と
社
会
文
化
的
環
境
か
ら
形
成
さ
れ
る
教
育
的
背
景
が
大
き
く
作
用
す
る
。
制
度
的
教
育
は
、
全
体
教
育
の
な
か
で
一
つ
の
部

〈
旧
）

分
に
す
ぎ
な
い
」
と
主
張
し
、
「
個
別
的
な
伝
統
（
ロ
の
『
叩
。
□
四
一
〔
【
四
・
三
。
。
）
」
を
強
調
す
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

白
樂
溶
は
、
制
度
内
部
で
行
わ
れ
る
教
育
の
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
「
制
度
的
教
育
が
一
定
基
準
の
評
価
に
よ
る
結
果
、
社
会
的
保
障

を
す
る
こ
と
だ
け
に
傾
い
て
、
家
庭
お
よ
び
地
域
社
会
か
ら
の
文
化
的
・
教
育
的
影
響
を
無
視
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
制
度
的
教
育
を
受
け
る
機
会
を
統
制
し
、
一
方
で
は
制
度
そ
の
も
の
に
適
応
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
教
育
内
容
の
提
供
は
、
結
果
の
み

に
対
す
る
保
障
に
過
ぎ
な
い
、
こ
れ
は
、
制
度
中
心
の
人
間
評
価
基
準
を
社
会
に
広
げ
る
結
果
と
な
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、

（
四
）

「
人
は
、
制
度
的
教
育
が
有
す
る
影
響
力
と
関
係
な
く
、
『
人
格
的
成
熟
』
を
優
先
に
し
た
教
育
を
受
け
る
必
要
性
が
あ
る
」
と
強
調
し
た

の
で
あ
る
・
こ
の
よ
う
な
彼
の
判
断
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
移
植
さ
れ
た
「
制
度
的
教
育
」
に
対
す
る
警
戒
心
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
教
育
」
そ
の
も
の
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
白
樂
溶
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
示
し
て
い
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

八
こ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
思
想
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
論
議
と
研
究
は
移
し
い
が
、
そ
の
よ
う
な
研
究
を
通
じ
て
、
実
際
に
何
を
分
析
し

た
い
の
か
と
い
う
「
方
向
性
」
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
「
思
想
」
の
隣
接
学
問
で
あ
る
歴
史
・
社
会
・
政
治
学
的
意
味
に

つ
い
て
論
議
す
る
場
合
に
も
、
論
議
対
象
と
な
る
人
物
の
思
想
と
理
念
の
分
析
だ
け
に
固
定
さ
れ
て
来
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
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彼
が
強
調
し
た
制
度
的
教
育
と
非
制
度
的
教
育
の
相
補
的
関
係
の
原
理
と
は
、
個
人
的
次
元
か
ら
社
会
・
国
家
的
次
元
の
教
育
方
式
を

包
括
し
、
並
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
非
制
度
的
教
育
と
は
、
儒
教
的
倫
理
思
想
な
ど
の
歴
史
的
伝
統
を
踏
ま
え
た
、
個
人

に
施
さ
れ
る
家
庭
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
を
指
し
示
し
て
い
る
。
確
か
に
、
制
度
的
教
育
と
非
制
度
的
教
育
は
常
に
共
存
し
つ
つ
相
補
的

関
係
を
持
っ
て
機
能
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
表
面
的
に
は
、
制
度
的
教
育
が
教
育
全
体
を
先
導
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
白
樂
溶
の
主

張
の
よ
う
に
、
非
制
度
的
教
育
の
領
域
と
の
均
衡
と
調
和
、
そ
し
て
協
調
な
し
で
制
度
的
教
育
だ
け
で
政
策
的
目
的
を
達
成
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
、
非
制
度
的
教
育
か
ら
反
動
を
誘
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
結
果
的
に
は
制
度
的
教
育
の
政
策
目
的
自
体
が
実
現
不
可
能
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
世
紀
末
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
、
韓
国
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
国
家
か
ら
の
近
代
的
教
育
制
度
を

取
り
入
れ
た
高
等
教
育
機
関
の
設
立
運
動
が
加
速
化
さ
れ
、
実
際
に
大
学
の
設
立
に
ま
で
至
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
一
○
年
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
化
以
後
の
教
育
官
僚
た
ち
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
一
連
の
教
育
活
動
に

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
致
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
一
）
（
崖

八
三

弓
す
。
⑦
四
『
一
巨
向
ロ
『
○
℃
の
山
己
『
の
一
一
四
○
こ
ぃ
芹
三
コ
【
の
『
印
す
の
一
一
の
『
の
ロ
ヨ
○
口
の
】
ご
○
『
の
ロ
⑫
】
ｐ
ｍ
ｂ
口
『
己
○
ｍ
の
》
尋
ご
●
す
勇
う
こ
一
・
巨
一
芹
一
ヨ
四
一
の
一
量

●
 

一
の
ｍ
Ｑ
５
ｍ
ｏ
の
『
｛
巴
ロ
①
ご
Ｑ
・
ヨ
ゴ
】
の
（
す
の
○
一
○
四
ｎ
口
］
Ｃ
Ｃ
ｐ
ｏ
の
ロ
（
ゴ
ロ
⑪
ロ
の
⑮
ロ
の
①
Ｄ
Ｂ
■
『
旨
の
ロ
ケ
『
貝
〕
四
目
】
因
Ｅ
Ｒ
Ｃ
ど
の
山
口
（
宮
口
丙
の
『
如
・
○
○
二
二
○
『
‐

８
斤
烏
。
『
冒
切
匡
口
○
の
》
す
の
｝
］
の
ぐ
の
Ｑ
曰
旨
の
口
三
日
具
の
ロ
の
『
烏
の
Ｃ
白
三
一
一
戸
］
。
｛
曰
四
口
・
函
の
円
の
、
四
円
。
①
ロ
ゴ
口
（
戸
｛
『
の
①
Ｑ
ｏ
Ｂ
ｍ
ｐ
Ｑ
の
Ｃ
口
四
一
一
口

凹
め
の
］
ロ
○
口
］
日
○
口
い
・
四
の
②
□
『
四
己
。
の
。
岳
の
く
一
の
肴
芸
ｇ
画
く
一
。
（
。
『
三
○
〔
芹
『
ロ
昌
一
の
四
の
｛
○
℃
四
一
○
口
、
目
の
尹
国
『
ａ
ｐ
ｏ
一
言
ｏ
四
一
［
『
の
①
’

９。『ゴ四口Ｑの□口四］岸望，句巨『（ず①『》｛ロの、○四一○【ゴロ『ゴ四ゴロの『｛の。（四ヶ』｝］（『。■ロ。ご］］ワの『の四］旨の９⑫｛のロウ］の芹のロ佇云『。こいすの旦巨‐
（
刎
）

。
■
ご
○
。
。
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八
四

対
し
て
肯
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
欧
米
型
の
近
代
的
教
育
理
念
が
植
民
地
に
浸
透
す
る
こ
と
を
危
倶
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
韓
国
に
お
け
る
私
学
主
導
の
制
度
的
教
育
の
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
自

主
的
な
近
代
化
の
主
導
権
が
「
私
学
」
側
に
あ
っ
た
背
景
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
し
た
近
代
化
へ

（
別
）

の
動
き
に
は
、
自
由
な
民
権
の
確
立
と
自
主
的
独
立
国
家
の
建
設
が
第
一
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
化

以
来
の
歴
史
の
中
か
ら
発
見
で
き
る
試
練
克
服
へ
の
意
思
お
よ
び
教
育
に
お
け
る
対
応
方
式
は
、
制
度
的
学
校
教
育
の
機
能
と
共
に
非
制

度
的
教
育
の
機
能
の
必
要
性
に
よ
っ
て
相
互
補
完
的
に
展
開
さ
れ
て
来
た
と
も
い
え
よ
う
。

一
九
一
九
年
の
三
月
二
日
、
朝
鮮
半
島
全
国
で
大
規
模
に
行
わ
れ
た
「
②
」
抗
日
運
動
」
以
後
か
ら
登
場
し
た
「
文
化
統
治
政
策
」
に

ア
ン
ジ
ェ
ホ
ン
イ
サ
ン
ジ
ェ
ク
ォ
ン
ド
ン
ジ
ン

対
抗
す
る
形
で
、
安
在
鳩
、
杢
商
在
、
權
東
顕
な
ど
の
「
新
幹
会
」
に
所
属
し
た
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
一
九
一
一
七
年
ま
で
展
開
さ
れ

（
型
）

た
一
‐
非
妥
協
的
実
力
養
成
運
動
」
は
、
独
立
的
な
制
度
教
育
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
試
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近

代
的
、
か
つ
独
立
的
な
形
態
の
制
度
の
導
入
過
程
に
お
い
て
「
制
度
的
教
育
」
と
「
非
制
度
的
教
育
」
は
、
そ
の
必
要
性
の
点
か
ら
も
相

（
鋼
）

互
補
一
元
的
な
関
係
に
あ
っ
た
。
近
代
化
過
程
に
お
い
て
、
周
辺
強
大
国
の
利
益
関
係
か
ら
生
じ
た
文
化
的
・
政
治
的
理
念
に
よ
っ
て
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
朝
鮮
半
島
の
近
代
の
歴
史
と
社
会
・
文
化
に
お
け
る
現
象
に
つ
い
て
、
「
教
育
制
度
‐
｜
の
導
入
過
程

の
流
れ
の
概
略
を
通
し
て
探
る
考
塗
聿
々
法
は
、
白
樂
溶
に
お
け
る
思
想
の
背
景
と
契
機
を
解
明
す
る
た
め
に
必
ず
必
要
な
作
業
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
以
来
の
思
想
に
つ
い
て
論
議
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
流
れ
か
ら
生
じ
た
文
化
現
象
と
し
て
の
制
度
教

育
の
属
性
を
把
握
し
、
こ
れ
を
白
樂
溶
お
よ
び
同
様
な
思
想
傾
向
を
持
つ
人
物
た
ち
の
思
想
的
脈
絡
に
対
比
し
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
が

優
先
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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「
社
会
進
化
論
」
と
共
に
、
韓
国
の
近
・
現
代
史
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
思
想
が
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
階
級
闘
争
を
通
し

た
社
会
革
命
を
志
向
し
た
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」
は
、
一
九
二
○
年
代
以
降
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
各
種
の
社
会
運
動
と
社
会
闘
争
の
主
な

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
二
（
崖
）

八
五

Ⅲ
啓
蒙
的
思
想
と
し
て
の
社
会
進
化
論
お
よ
び
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
展
開

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
近
代
の
歴
史
を
形
成
す
る
要
素
と
し
て
は
、
制
度
教
育
お
よ
び
非
制
度
教
育
な
ど
を
区
別
す
る
背
景
と
な
る
幾
つ

か
の
思
想
的
流
れ
が
存
在
す
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
社
会
進
化
論
」
の
影
響
を
受
け
た
「
啓
蒙
主
義
的
思
想
」
、
そ
し
て
、
一
九
二
○

年
代
か
ら
日
本
が
実
施
し
た
「
文
化
統
治
」
時
期
の
産
物
と
し
て
登
場
し
た
と
知
ら
れ
て
い
る
「
妥
協
的
自
治
運
動
派
」
の
文
化
・
学
術

運
動
に
お
け
る
思
想
的
な
流
れ
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
世
紀
以
来
、
啓
蒙
主
義
的
思
想
の
流
れ
は
、
今
日
ま
で
も
社
会
エ
リ
ー
ト
層

ア
ン
チ
ャ
ン
ホ

お
よ
び
統
治
者
の
論
理
と
し
て
、
社
会
全
体
に
重
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
白
樂
溶
、
安
昌
浩
に
よ
っ
て
主
唱
さ
れ
た
「
実
力
養

イ
ク
テ
ン
ス

成
論
」
、
ま
た
、
李
光
殊
に
よ
っ
て
主
唱
さ
れ
た
「
民
族
改
造
論
」
な
ど
は
、
以
後
、
愛
国
啓
蒙
運
動
、
文
盲
退
治
運
動
な
ど
を
含
む

「
社
会
進
化
論
」
的
な
発
想
に
制
度
教
育
の
基
盤
を
置
く
契
機
と
し
て
働
く
原
因
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
韓
国
に
お
い
て
一

九
六
○
年
代
以
後
か
ら
続
い
て
き
た
「
開
発
軍
事
独
裁
政
権
」
に
よ
っ
て
「
祖
国
近
代
化
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
加
速
化
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
制
度
教
育
内
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
非
制
度
教
育
に
属
す
る
各
種
の
社
会
運
動
お
よ
び
社
会
教
育
的
領
域
に
お
い
て

（
別
）

も
、
終
始
「
国
民
啓
蒙
」
と
「
社
会
進
化
」
と
い
う
目
的
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
「
啓
蒙
主
義
」
的
教
育
運
動
が
実

際
に
人
々
を
啓
蒙
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
植
民
地
時
代
か
ら
社
会
全
体
に
根
深
く
存
在
し
て
来
た
国
民
的
「
劣
等
感
」
だ
け
を
増
幅
さ
せ

た
と
い
う
評
価
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
「
社
会
進
化
論
」
的
な
発
想
は
、
社
会
に
お
け
る
進
化
と
発
展
の
過
程

を
単
純
な
漸
進
的
形
態
と
し
て
把
握
し
過
ぎ
た
た
め
、
邪
悪
で
不
正
な
支
配
権
力
を
受
容
・
鞘
助
し
、
多
数
の
社
会
構
成
員
た
ち
を
操
作

し
た
と
見
ら
れ
る
。
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六

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
そ
の
影
響
力
を
深
化
、
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
特
に
、
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
の
左
・
右
翼

の
間
の
理
念
対
立
過
程
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
制
度
教
育
の
方
向
を
決
め
る
た
め
の
思
想
的
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
。
社
会
革
命
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
基
礎
と
す
る
理
念
論
争
は
、
や
は
り
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
以
後
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
階
級
闘
争
の

理
論
と
社
会
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
戦
後
、
既
存
の
体
制
の
急
激
な
る
崩
壊
と
も
重
な
り
、
階
級
間
の
憎
悪
と
白
黒
論
理
の
權
傍
に
よ

る
冷
戦
構
図
の
固
着
化
と
い
う
副
作
用
を
生
み
出
し
た
こ
と
も
事
調
実
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
階
痂
柊
概
念
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
実
例
を
あ
げ
て
説
明
を
行
っ
た
。

ご
「
ず
一
一
の
二
三
の
Ｑ
の
四
一
ミ
岸
酉
｛
す
の
ロ
『
○
ヶ
一
の
『
ロ
。
［
一
ケ
の
○
す
｝
の
Ｏ
感
ぐ
岸
弓
。
『
ロ
『
（
）
顕
『
の
⑫
②
ご
一
己
の
、
面
。
こ
］
ロ
。
。
｛
｜
の
口
ぐ
の
。
ｐ
戸
【
ず
の
ご
｛
囚
『
潴
邑
四
口
の

ぐ
』
の
言
・
鈩
○
８
日
旨
、
【
○
三
口
貝
も
『
Ｃ
円
の
の
ｍ
一
切
旨
の
『
の
⑩
巨
一
【
。
『
。
『
国
⑫
：
Ｑ
『
の
ご
○
］
Ｅ
ご
○
□
す
の
ヨ
『
の
①
。
。
一
四
の
、
＄
目
９
岳
の
○
つ
］
の
。
ご
く
，

詳
昌
。
｛
つ
『
○
ｍ
『
の
⑪
、
一
の
（
匠
の
四
＃
四
一
コ
。
］
の
ロ
｛
。
｛
四
Ｃ
－
ｐ
ｍ
⑪
一
の
印
の
の
。
Ｑ
①
〔
］
ロ
コ
ロ
の
『
己
『
○
一
の
一
四
『
一
四
国
・
旨
庁
凹
｛
。
『
の
。
－
つ
・

国
巨
（
・
←
す
の
『
の
一
切
Ｂ
Ｅ
Ｃ
す
の
ぐ
丘
の
ご
○
の
】
ロ
三
○
ユ
・
可
厨
庁
。
『
『
芹
彦
口
【
○
○
コ
（
『
四
ｓ
Ｃ
扇
（
す
】
⑫
（
ず
の
。
Ｈ
『
。
｛
ｏ
一
口
の
の
。
。
□
の
。
］
○
口
⑫
ロ
の
、
の
・
目
ロ
⑦
の
ロ
ー

①
『
い
の
毬
。
の
｛
『
巨
頃
、
一
の
□
ロ
ー
巨
已
】
ロ
（
声
の
一
四
の
岳
ゴ
ロ
一
｛
Ｃ
の
口
戸
円
邑
ウ
『
。
こ
［
ｎ
ｏ
一
一
の
四
ｍ
口
の
の
｛
『
。
『
ロ
四
口
面
‐
ウ
。
］
の
汀
の
ぐ
一
六
⑪
す
一
○
Ｃ
ゴ
ロ
廓
○
コ
⑩
ロ
ロ
。

（
ず
の
『
の
。
①
ロ
（
巨
己
『
一
⑩
一
口
、
。
｛
【
す
の
○
『
○
貝
国
ロ
ロ
の
○
℃
一
の
白
日
詳
○
→
の
く
巨
頭
。
⑫
一
口
ぐ
国
回
同
の
。
■
扇
国
。
□
ヨ
頭
の
〆
四
日
□
｝
の
⑫
．
曰
豈
の
一
『
⑪
勇
『
四
⑪

四
コ
ロ
ゴ
。
。
。
。
Ｅ
の
『
回
す
一
の
。
。
こ
『
四
ｍ
の
ワ
ロ
の
①
ユ
ｏ
ｐ
ｐ
四
画
。
ご
口
一
一
ｍ
ロ
〕
四
口
・
〔
す
の
□
の
の
｛
『
の
〔
。
『
［
円
の
の
Ｑ
ｏ
Ｒ
ｐ
ｏ
〔
｛
ゴ
の
一
『
ロ
の
。
□
］
の
。
戸
云
「
口
⑪
ロ
。
（

す
］
四
口
『
『
ロ
の
四
コ
の
ロ
ロ
の
芹
○
芹
写
の
】
『
Ｃ
一
四
ｍ
の
Ｏ
○
コ
の
ｇ
ｏ
ロ
の
。
①
切
印
。
ご
『
の
ず
ぃ
く
の
罠
の
（
〔
○
ｍ
の
⑦
四
○
一
四
⑰
⑩
。
（
己
の
○
つ
一
の
諄
「
す
○
二
己
○
口
一
。
の
芹
ロ
ゴ
且
芹
Ｃ
Ｏ

館
の
庁
す
の
『
勇
『
淳
彦
｛
の
一
一
○
ニ
ョ
ン
高
四
『
〆
】
四
コ
の
四
ロ
ゴ
の
『
の
ロ
（
、
四
ｍ
ｍ
】
口
切
芹
芹
ゴ
の
』
『
ｏ
二
『
二
℃
の
○
つ
一
の
ニ
ミ
ロ
ー
」
の
一
一
ご
｝
□
ぬ
■
ロ
ロ
の
『
庁
ど
の
の
。
ぐ
］
『
○
コ
■
】
の
ロ
戸
。
［

〈
妬
）

。
。
【
ロ
ロ
ー
の
（
の
『
『の⑦。。『ゴ。
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チ
ニ
ヒ
■
ン
ペ

Ⅳ
白
樂
漕
と
崔
絃
培
、
一
一
人
の
知
識
人
に
お
け
る
学
問
的
背
景

韓
国
に
お
け
る
近
代
の
歴
史
を
精
神
思
想
史
的
に
眺
望
し
た
と
き
、
代
表
的
な
知
識
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
人
物
と
し
て
は
、
白

チ
ュ
ヒ
ョ
ン
ベ

樂
溶
（
一
八
九
五
－
一
九
八
五
）
と
崔
鉱
培
（
一
八
九
四
－
一
九
七
○
）
の
一
一
人
を
挙
げ
る
｝
」
と
が
で
き
る
。

白
樂
溶
と
崖
銭
培
は
、
と
も
に
一
九
世
紀
末
に
生
ま
れ
、
少
年
期
に
朝
鮮
王
朝
と
大
韓
帝
国
の
没
落
を
経
験
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
に

よ
る
植
民
地
体
制
お
よ
び
制
度
が
導
入
さ
れ
、
拡
大
・
強
化
さ
れ
て
行
っ
た
時
期
、
ま
た
植
民
地
か
ら
解
放
直
後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
統

治
と
政
治
的
混
乱
、
さ
ら
に
軍
事
独
裁
政
権
期
へ
至
る
ま
で
の
熾
烈
で
過
酷
な
時
期
を
経
験
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
に
基
づ
き
、

白
樂
溶
は
ア
メ
リ
カ
留
学
で
学
業
を
続
け
て
、
西
欧
の
歴
史
学
と
宗
教
学
、
政
治
学
、
教
育
学
な
ど
の
学
問
研
究
に
専
念
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
崔
鉱
培
の
場
合
、
日
本
留
学
経
験
を
通
し
て
ハ
ン
グ
ル
、
朝
鮮
歴
史
な
ど
、
祖
国
に
関
連
し
た
学
問
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
彼
は
、
自
ら
の
論
文
『
朝
鮮
民
族
更
生
の
道
』
（
一
九
三
○
年
）
の
中
で
、
「
民
族
固
有
の
文
化
の
産
物
で
あ
る
『
ハ
ン
グ
ル
』
の

（
妬
）

持
続
的
な
研
究
お
よ
び
そ
の
教
育
こ
そ
が
『
朝
鮮
民
族
更
生
の
道
』
で
あ
る
」
し
）
主
張
し
て
い
る
。

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
一
〉
（
崖
）

八
七

上
記
の
よ
う
な
「
社
会
進
化
論
」
と
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」
は
、
近
代
以
後
の
韓
国
社
会
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
に
お
い
て
精
神
史
的

な
方
向
性
を
左
右
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
判
断
を
加
え
た
場
合
、
「
社
会
進
化
論
」
と
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」

は
、
韓
国
社
会
外
部
か
ら
の
影
響
に
よ
る
「
外
発
的
」
要
素
を
多
く
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
比
す
る
形
態
の
韓
国
社
会
内
部

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
「
内
発
的
」
思
想
の
展
開
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
の
か
。
以
上
の
よ
う
な
点
に
相
応
し
い
人
物

チ
ュ
ヒ
〃
シ
ベ

と
し
て
、
こ
｝
」
で
白
樂
溶
と
崖
鉱
培
、
二
人
の
知
識
人
に
お
け
る
思
想
的
傾
向
に
着
目
し
考
察
し
て
み
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
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八

彼
ら
二
人
は
、
近
代
以
後
、
朝
鮮
半
島
の
制
度
お
よ
び
思
想
の
受
容
に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
影
響
を
与
え
た
二
つ
の
国
、
「
ア
メ
リ

カ
」
と
「
日
本
」
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
学
問
研
究
に
お
け
る
「
多
様
性
」
を
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
学
問
的
な
「
多
様
性
」
が
有
す
る
共
通
点
と
共
に
、
「
自
主
的
な
国
」
の
建
設
を
目
指
す
た
め
に
自
ら
習
得
し
た
「
学
問
」
を
道
具
と

し
て
使
お
う
と
し
た
二
人
の
思
想
に
お
け
る
「
方
向
性
」
も
共
通
す
る
箇
所
で
あ
ろ
う
。

一
生
を
通
し
て
教
育
界
へ
の
奉
仕
に
献
身
し
た
二
人
は
、
「
実
用
的
学
問
」
を
目
指
し
て
い
た
。
崖
弦
培
は
、
ハ
ン
グ
ル
研
究
を
通
し

（
”
）
 

て
伝
統
文
化
と
精
神
に
関
わ
っ
て
民
族
的
「
主
体
性
」
を
前
提
と
し
た
上
で
の
学
問
的
実
用
性
を
強
調
し
た
。
白
樂
溶
の
場
合
、
延
艫
大

学
の
文
科
の
同
僚
で
あ
っ
た
崖
絃
培
と
同
様
に
「
伝
統
文
化
」
の
保
全
を
前
提
と
す
る
と
共
に
、
学
生
た
ち
に
、
西
欧
の
文
献
耽
読
の
た

め
の
基
礎
的
道
具
と
し
て
の
「
外
国
語
の
習
得
」
な
ど
、
現
実
的
な
「
有
効
性
」
と
そ
の
実
践
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
崔
鉱
塔
に
お
い

て
は
「
主
体
性
」
の
方
を
重
視
し
、
白
樂
溶
は
「
実
践
性
」
の
方
を
よ
り
重
視
し
た
と
い
う
点
は
対
比
で
き
る
が
、
何
れ
も
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
に
帰
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
白
樂
溶
は
、
内
発
的
で
主
体
的
な
精
神
を
前
提
と
し
た
「
人
類
共
存
の
実
現
」
と
い
う
理
想
志
向
的
論
理
を
自
ら
の
教
育
理
念
と

し
て
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
内
発
的
・
主
体
的
論
理
に
従
い
教
育
的
理
想
を
樹
立
さ
せ
、
そ
の
実
践
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
は
、
白
樂
溶
と

崔
絃
培
の
共
通
点
で
も
あ
ろ
う
。
白
樂
溶
は
、
自
ら
が
志
向
し
て
い
た
理
想
的
信
念
を
「
弘
益
人
間
」
理
念
の
基
盤
に
し
つ
つ
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
最
も
望
ま
し
い
学
問
的
一
勾
法
論
と
し
て
設
定
し
た
。
彼
は
、
そ
の
「
方
法
論
」
の
実
践
に
お
い
て
、

単
な
る
直
裁
的
な
実
践
で
は
な
く
他
人
と
の
「
調
和
と
均
衡
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
韓
国
の
近
・
現
代
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
支

配
し
て
き
た
弁
証
法
的
進
化
論
の
思
考
方
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
に
「
調
和
的
価
値
観
」
を
加
え
た
学
問
を
主
な
る
方
法
論
と
し
て
追

（
躯
）

求
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
白
樂
溶
に
お
け
る
「
学
問
的
実
践
」
が
持
つ
最
も
重
要
な
意
味
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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彼
は
、
「
価
値
概
念
と
は
、
相
異
な
る
対
立
的
優
先
順
位
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
調
和
と
均
衡
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
」
と
主
張
し
つ
つ
、
「
理
想
と
現
実
の
距
離
が
遠
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
価
値
判
断
に
お
け
る
『
調
和
』
と
『
均
衡
』
の
秩
序
と

い
う
原
則
を
追
求
す
べ
き
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
『
調
和
』
と
『
均
衡
』
の
秩
序
が
維
持
で
き
る
状
態
へ
進
む
た
め
の
『
合
意
の
導
出
』

（
羽
）

が
必
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
確
か
に
、
「
均
衡
」
と
「
調
和
」
の
当
為
的
な
必
要
性
は
、
歴
史
的
な
状
況
の
変
化
に
よ
り
多
様
な
形
態

で
表
出
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
白
樂
溶
が
語
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
対
す
る
「
補
完
的
な
機
能
」
と
し
て
の
「
伝
統
文
化
の
重
視
」
と

「
教
育
制
度
の
運
用
」
は
、
相
互
的
均
衡
関
係
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
彼
が
言
及
し
た
「
内
発
的
」
動
機
と

「
外
発
的
」
動
機
の
相
互
補
完
的
関
係
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
は
自
ら
の
著
書
『
大
学
と
教
育
」
で
「
伝
統
文
化
」
と
「
大
学
教
育
」
役
割
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

弓
彦
⑦
の
『
の
一
の
Ｂ
旨
四
画
○
口
。
［
［
す
の
四
戸
亘
ヨ
ヨ
の
口
冨
。
｛
（
ず
の
ロ
回
の
一
ゴ
ロ
の
ウ
の
①
ロ
□
ぬ
の
ロ
の
Ｒ
四
一
Ｆ
囚
〔
臣
『
の
。
【
の
Ｑ
Ｅ
ｏ
ｇ
－
ｏ
Ｐ
の
⑪
□
の
Ｑ
四
］
一
『

】
ロ
Ｄ
Ｃ
ロ
ロ
【
ユ
の
⑳
諄
『
。
の
『
の
（
ず
の
四
口
○
一
の
口
（
。
こ
」
（
匡
『
の
ご
皿
の
一
の
岸
口
『
』
Ｃ
ゴ
ロ
の
ユ
ー
回
館
の
。

目
彦
の
ご
『
の
い
の
。
［
Ｑ
の
『
の
ｇ
一
○
コ
。
｛
ヨ
。
□
の
『
。
①
ロ
ロ
○
ロ
廓
。
□
』
の
ロ
○
芹
『
の
｛
『
ｏ
の
己
。
●
怠
く
＠
ず
巨
（
『
四
〔
ず
の
『
［
Ｃ
『
二
■
『
Ｑ
座
ロ
ロ
ロ
ロ
ミ
ロ
『
Ｑ
一
○
○
六
‐

旨
、
．
ｚ
の
く
の
『
一
三
の
の
⑫
。
】
口
。
『
９
の
『
芹
。
『
の
白
ヨ
。
こ
『
。
ｍ
は
。
ご
巴
区
の
ロ
（
茸
］
二
三
の
Ｃ
四
口
ロ
Ｃ
【
Ｑ
の
（
ｍ
Ｃ
ｐ
Ｃ
Ｅ
『
⑩
の
一
く
の
⑫
［
『
。
】
ゴ
○
ロ
『
ロ
ロ
の
芹
’

シ
」
一
言
口
（
厨
ぐ
巴
巨
■
す
］
の
旨
芹
「
四
Ｑ
菖
○
二
四
一
六
コ
。
言
一
の
●
ぬ
①
の
面
。
ご
亘
丘
の
己
『
Ｃ
⑪
の
『
ぐ
の
Ｑ
『
の
ぐ
ご
の
ロ
山
口
。
の
く
の
口
冒
四
一
一
量
目
一
の
、
『
四
斤
の
ロ

ヨ
（
◎
庁
■
の
『
一
巴
ロ
、
。
。
『
已
巨
⑪
◎
時
戸
口
○
三
｝
の
９
ｍ
の
．
Ｂ
ゴ
の
Ｅ
ゴ
】
ぐ
①
『
の
茸
］
印
す
○
口
一
・
ヶ
の
。
。
（
○
巳
『
（
ロ
の
ｍ
巨
凹
『
＆
四
口
○
〔
百
四
日
芹
一
○
口
巴
ご
回
一
‐

●
の

口
の
の
ワ
ロ
【
四
一
の
。
（
。
①
己
。
⑩
洋
一
ぐ
の
①
『
□
。
『
。
【
旨
の
『
。
（
芹
ロ
⑦
○
一
口
四
口
９
口
の
諄
「
［
。
『
〔
ロ
の
〔
ロ
｜
摩
一
｝
円
ロ
の
ロ
庁
○
市
芹
云
①
「
ゴ
］
の
⑩
一
○
コ
。
｛
。
。
□
の
①
［
ぐ
四
‐

毎
Ｃ
ロ
■
口
Ｃ
Ｑ
法
。
Ｃ
ぐ
の
『
］
．

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

八
九
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一
八
世
紀
以
後
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
実
学
志
向
派
」
学
者
た
ち
の
共
通
な
る
特
徴
は
、
平
等
思
想
に
基
づ
い
た
教
育
機
会
の
均
等

と
科
挙
制
度
の
廃
止
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
能
力
中
心
の
人
材
登
用
と
実
学
お
よ
び
科
学
技
術
の
強
調
、
新
学
問
の
積
極
的
な
受
容
を

志
向
し
た
彼
ら
の
狙
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
つ
、
当
時
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
伝
統
的
社
会
と
文
化
が
生
み
出
し
た
教
育
体
系

に
対
す
る
対
立
的
思
潮
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
彼
ら
の
革
新
的
な
発
想
は
、
当
時
の
社
会
と
政
治
を
実
際
に
改
革
で
き
る
程
の
影
響
力
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

彼
ら
「
実
学
志
向
派
」
学
者
た
ち
の
「
革
新
的
」
思
想
の
限
界
点
と
し
て
は
、
そ
れ
を
実
践
で
き
る
適
切
な
方
法
論
を
見
つ
け
る
こ
と
に

失
敗
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
の
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
実
学
者
た
ち
の
思
想
は
、
朱
子
学
的
伝
統
に
抗
す
る

対
立
的
な
思
潮
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
の
後
半
の
一
八
七
○
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
化
か
ら
の
弾
み
を
受
け
て
、

再
び
歴
史
の
表
面
に
浮
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
近
代
的
教
育
が
持
つ
理
想
が
現
実
化
す
る
に
は
、
様
々
な
難
問
が
散

在
し
て
い
た
。
白
樂
涛
は
、
過
去
の
実
学
者
た
ち
の
思
想
的
志
向
点
を
正
確
に
把
握
し
、
学
問
に
内
在
す
る
「
実
用
性
」
を
導
出
、
こ
れ

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

九
○

己
日
ぐ
の
厨
】
ど
の
９
口
８
－
】
Ｃ
□
ず
四
⑪
（
。
『
の
。
丙
。
ロ
ョ
】
巳
Ｂ
ｏ
Ｑ
の
目
庁
の
８
口
○
一
○
四
ｓ
］
ｑ
の
ぐ
の
］
○
℃
目
の
ロ
戸
扉
面
四
の
す
の
８
日
の
⑪
。
】
曰
己
。
『
‐

白
日
旨
岳
の
屋
の
。
命
日
目
芸
貝
詳
の
可
ｏ
ｐ
－
ｑ
白
丙
の
口
切
】
曰
旨
Ｈ
ｂ
Ｃ
⑪
旨
。
ご
曰
昏
⑦
の
９
口
８
陣
○
日
｝
口
○
ぬ
白
目
⑩
。
｛
ヨ
⑪
三
日
】
○
口
印

。
［
ｐ
Ｈ
、
ロ
の
同
｝
の
四
吋
旨
』
ロ
、
マ
の
⑪
己
の
。
］
四
■
『
』
曰
く
○
．
口
武
ｏ
ｐ
ｍ
－
の
ｑ
ｐ
ｏ
ｐ
感
。
□
，

□
の
⑰
□
】
（
の
言
①
旨
の
『
一
国
区
の
ｎ
国
（
旨
の
白
の
：
○
具
、
ロ
の
。
冒
冒
ｇ
－
．
．
ｍ
ｐ
Ｑ
８
Ｂ
□
囚
『
芹
曰
の
ロ
白
冒
四
画
。
ｐ
庁
①
：
ご
○
」
○
個
８
］
の
冒
昌
の
の

言
匡
曾
○
三
］
ご
已
口
］
ぐ
の
『
の
一
ｑ
の
○
口
目
ご
Ｃ
ロ
陣
ロ
Ｑ
旨
昏
の
ロ
日
】
○
口
巴
ロ
。
困
国
白
の
。
昌
旨
□
こ
の
再
巨
一
目
【
一
○
コ
．
『
ゴ
の
ロ
ゴ
］
ぐ
の
『
の
】
□
且
｝
｝

（
釦
）

ご
ｏ
芹
ウ
⑮
肴
○
局
＆
］
○
命
昏
の
ご
〔
］
の
言
津
ロ
Ｃ
員
■
ず
『
ｍ
ｐ
Ｃ
ゴ
。
『
す
『
四
コ
○
す
の
⑪
一
口
芹
の
ロ
ゲ
ニ
Ｃ
］
○
ｍ
『
．
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Ｉ
制
度
教
育
の
導
入
過
程
に
お
け
る
試
練
期

植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
、
多
く
の
韓
国
国
民
が
望
ん
で
い
た
こ
と
は
国
家
お
よ
び
社
会
の
新
た
な
建
設
と
民
主
的
政
治
の
実
施
、

経
済
的
な
変
動
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
農
・
工
業
環
境
へ
の
適
応
、
そ
し
て
植
民
地
か
ら
の
解
放
後
に
も
、
続
い
て
迎
え
ざ
る
を
得

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

九
一

に
基
づ
い
た
革
新
的
意
志
を
現
代
に
お
い
て
適
用
し
た
上
に
実
践
し
た
先
導
的
人
物
、
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

白
樂
溶
が
、
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
の
韓
国
に
お
け
る
教
育
理
念
と
し
て
提
案
し
た
「
弘
益
人
間
（
三
四
画
日
Ｐ
Ｂ
ｍ
の
『
ご
】
８
５

四
口
目
四
日
ご
）
」
の
理
念
の
中
に
は
、
「
人
本
主
義
」
と
共
に
学
問
的
「
実
用
性
」
が
最
も
主
な
る
概
念
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
。
彼
が

主
張
し
た
「
実
質
的
な
『
個
人
』
と
し
て
自
立
的
な
存
在
に
な
れ
る
教
育
」
と
は
、
「
人
間
本
位
的
な
実
用
理
念
」
に
基
づ
い
た
価
値
観

に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
が
主
張
し
た
「
人
間
」
と
い
う
理
念
が
、
個
々
に
存
在
す
る
人
間
を
越
え
て
、
よ
り

連
帯
す
る
存
在
と
い
う
概
念
を
強
調
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
今
日
の
「
人
間
第
一
主
義
」
的
価
値
観
に
よ
る
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
と
も

い
う
べ
き
副
作
用
を
最
小
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

但
し
、
白
樂
溶
に
お
け
る
教
育
理
念
が
持
つ
意
味
と
は
、
エ
リ
ー
ト
中
心
の
上
か
ら
の
「
啓
蒙
教
育
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
衆
自

ら
の
意
志
と
必
要
性
に
よ
る
教
育
の
契
機
を
与
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
植
民
地
時
代
に
導
入
さ
れ
た
制
度
教
育
の
見
直

し
に
よ
る
漸
次
的
改
良
と
発
展
を
共
に
企
て
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
白
樂
溶
に
お
け
る
教
育
理
念
の
評
価
は
、
近
代
以
後
、

韓
国
と
日
本
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
時
代
を
理
解
す
る
た
め
の
先
行
研
究
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
今
日
に
お
け
る
新
た
な
日
韓
関

係
を
模
索
し
構
想
す
る
た
め
に
妥
当
な
研
究
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
節
大
学
に
お
け
る
教
育
体
系
の
変
動
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

九
二

な
か
っ
た
朝
鮮
戦
争
の
影
響
に
よ
る
偕
楠
神
的
・
物
質
的
な
破
壊
状
況
か
ら
の
脱
皮
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
の
国

家
・
社
会
的
再
建
を
現
実
化
す
る
た
め
に
白
樂
溶
は
、
国
家
の
理
想
を
受
容
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
「
人
格
教
育
」
を
行
う
こ
と

を
強
調
し
た
。
彼
は
、
「
人
格
教
育
」
の
理
念
は
精
神
的
な
破
壊
状
況
か
ら
の
再
建
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
確
信
し
つ
つ
、
物
質
的
な

破
壊
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
強
調
し
た
も
の
は
「
技
術
教
育
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
白
樂
溶
は
、
朝
鮮
戦
争
中
に
も
「
戦
時
下
教
育
特
別
措
置
」
、
「
大
学
教
育
に
よ
る
戦
時
特
別
措
置
」
を
実
施
し
、
プ
サ
ン
・
チ

ョ
ン
ジ
ュ
な
ど
の
地
域
に
戦
時
連
合
大
学
を
建
て
る
こ
と
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
争
が
終
わ
る
前
の
一
九
五
二
年
春

か
ら
、
こ
の
「
戦
時
連
合
大
学
」
を
母
体
と
し
て
各
地
方
に
も
次
々
と
国
公
立
大
学
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
大
学
の
ソ

（
蛇
）

ウ
ル
集
中
に
よ
る
問
題
点
を
解
決
し
、
地
方
文
化
の
育
成
・
発
展
と
共
に
地
域
社
会
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
っ
た
。
こ
れ

（
鋼
）

は
「
戦
時
中
に
も
教
育
だ
け
は
中
止
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
彼
の
信
念
と
戦
時
連
合
大
学
の
経
験
を
生
か
し
た
結
果
で
も
あ
ろ
う
。

ジ
ロ
ン
ラ
ナ
ム
ド
ジ
Ⅳ
ン
ラ
プ
ワ
ク
ド
千
ヨ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド
キ
コ
ン
サ
ン
プ
ッ
ク
ド

ー
」
れ
で
一
九
五
二
年
か
ら
、
全
羅
南
道
、
全
羅
北
道
、
慶
尚
南
道
、
慶
尚
北
道
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
四
つ
の
国
立
大
学
が
誕

（
弘
）

生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
国
立
大
学
は
、
国
家
の
予
算
で
運
営
さ
れ
る
と
い
う
所
を
除
け
ば
、
地
域
住
民
に
よ
る
財
政
的

（
調
）

な
寄
付
な
ど
の
方
法
で
土
地
を
購
入
し
、
建
物
を
建
築
で
き
る
運
営
体
制
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
そ
の
地
域
社
今
云
の
固
有
の
文
化
な
ど
を

今
ま
で
、
「
文
」
だ
け
に
傾
い
て
い
た
我
が
民
族
の
傾
向
も
こ
れ
か
ら
は
矯
正
さ
れ
、
個
人
と
し
て
の
自
活
力
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済
の
再
建
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
人
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
釧
）

以
上
の
人
格
・
技
術
教
育
は
後
の
世
代
を
「
自
由
人
」
と
し
て
育
て
る
た
め
に
は
必
ず
必
要
な
学
習
内
容
で
あ
る
。
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Ⅱ植民地解放後の韓国における教育自治制度の導入（船）
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
韓
国
の
教
育
自
治
制
度
に
お
け
る
出
発
点
は
、
連
合
軍
司
令
部
（
○
四
ｐ
の
目
の
『
四
一
四
８
且
目
『
【
の
『
⑫
）
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
在
朝
鮮
ア
メ
リ
カ
司
令
部
軍
政
庁
（
ロ
の
シ
ニ
の
【
と
目
の
□
の
目
の
の
シ
『
曰
］
昌
一
菌
ｑ
の
・
ぐ
の
『
コ
ョ
の
ロ
ニ
ロ
【
・
『
８
）

（
師
）

の
統
治
を
受
け
て
い
た
一
九
四
八
年
頃
の
時
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
頃
、
韓
国
の
学
者
の
間
で
は
「
文
教
部
が
独
自
的

に
米
軍
司
令
部
側
に
建
議
し
、
教
育
自
治
制
度
に
関
す
る
法
令
の
提
議
を
加
速
化
さ
せ
よ
」
と
い
う
内
容
の
論
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
四
八
年
八
月
一
二
日
に
は
法
令
第
２
１
７
号
「
教
育
区
会
設
置
法
令
」
と
法
令
第
２
１
８
号
「
公
立
学
校
財

政
経
営
法
令
」
を
公
布
、
同
年
の
九
月
一
日
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
つ
の
法
令
に
署
名
し
た
当
時
の
軍
政
長
官
デ
ィ
ー
ン

（
”
）
 

（
三
・
句
・
ロ
の
四
口
）
は
、
「
こ
こ
に
韓
国
国
民
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
一
つ
差
し
上
げ
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。

白
樂
溶
は
、
文
教
部
の
長
官
と
し
て
、
教
育
自
治
制
の
展
開
過
程
に
お
い
て
こ
の
当
時
の
一
般
的
認
識
と
は
相
異
す
る
教
育
民
主
化
論

理
を
展
開
し
た
。

白
樂
溶
は
、
戦
後
韓
国
の
大
学
教
育
に
お
け
る
「
自
主
性
」
「
専
門
性
」
「
政
治
的
中
立
性
」
を
目
指
し
、
究
極
的
に
は
教
育
に
お
け
る

（
鋪
）

「
民
主
主
義
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
国
民
教
育
の
よ
り
効
率
的
運
営
の
た
め
の
制
度
的
基
盤
を
作
り
上
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

研
究
し
、
型

思
わ
れ
る
。

「
教
育
自
治
制
」
は
我
々
の
伝
統
理
念
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
高
麗
王
朝
時
代
に
お
け
る
実
学
の
理
念
で
あ
る

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

九
三

地
域
産
業
へ
の
寄
与
と
発
展
を
主
導
す
る
こ
と
を
目
指
す
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
州
立
大
学
と
も
多
く
の
共
通
点
を
有
す
る
と
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し
か
も
彼
は
、
「
教
育
自
治
制
」
の
実
施
が
招
来
す
る
恐
れ
の
あ
る
問
題
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
こ
と
も
同
時
に
忘
れ
な
か
っ
た
。
数

十
年
前
に
彼
が
残
し
た
指
摘
は
、
今
日
の
状
況
を
理
解
す
る
上
で
も
参
考
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
下
記
に
引
用
す
る
こ
と
と
し
よ

｝
っ
。 彼
は
「
教
育
自
治
制
」
の
実
現
こ
そ
が
、
「
民
主
的
国
家
」
の
実
現
に
通
ず
る
と
し
た
自
ら
の
教
育
理
念
に
お
け
る
究
極
的
理
想
を

「
実
践
」
す
る
た
め
の
出
発
点
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
費
」

（
い
）

る

「
民
主
的
国
家
」
と
は
、
国
民
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
体
制
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
わ
が
国
は
自
治
制
度
を
本
格
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
民
主
的
国
家
」
へ
の
第
一
歩
を
踏
む
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
、
「
教
育
の
自
治
」
こ
そ
が
、
全
て

（
Ⅲ
〉

の
事
業
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

肯
定
的
理
念
か
ら
出
発
し
た
こ
の
制
度
も
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
は
真
剣
に
考
え
て
置
く
べ
き
こ
と
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
委
員
会
選
挙
に
お
い
て
政
治
的
野
望
を
持
っ
た
者
に
よ
る
道
具
化
の
防
止
、
各
教
育
委
員
会
と
そ
の
監
督
者
の
権
限

を
正
確
に
明
記
し
た
上
で
、
各
学
校
の
内
部
的
問
題
に
対
す
る
干
渉
の
防
止
、
そ
し
て
頻
繁
な
会
議
、
煩
雑
な
事
務
な
ど
に
よ
る
人

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

九
四

の
概
念
、
ま
た
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
実
学
の
理
念
で
あ
る
「
學
契
」
の
概
念
な
ど
が
現
代
化
さ
れ
た
蓬
咀
奨
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
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な
お
、
白
樂
溶
は
、
教
育
行
為
と
教
育
行
政
に
お
け
る
具
体
的
な
目
標
の
確
立
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
は
、
若
き
世
代
の
大
学
人
た
ち

（
梱
）

が
「
自
由
人
と
し
て
の
国
民
、
自
活
的
な
個
人
、
平
和
的
な
国
際
人
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
も

の
で
あ
る
。
彼
は
、
教
育
行
政
の
業
務
を
中
心
と
し
て
、
究
極
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
目
標
の
達
成
の
た
め
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
｜
‐
自
由
人
と
し
て
の
国
民
、
自
活
的
な
個
人
、
平
和
的
な
国
際
人
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
一
つ
目
の
「
自
由
人
と
し
て
の
国
民
」
と
は
、
人
間
と
し
て
の
価
値
を
最
高
と
認
め
た
上
に
人
間
と
し
て
の
尊
厳
性
を
自
覚
し
、

人
間
と
し
て
の
幸
福
を
営
為
す
る
た
め
の
存
在
と
し
て
の
国
民
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
自
由
」
と
は
、
政
治
的
・
言
論（
帆
）

的
・
経
済
的
・
宗
教
的
な
自
由
を
意
味
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
脅
か
す
状
況
に
対
し
て
、
反
対
意
志
を
行
使
し
自
由
を
享
有
で
き
る
自
由

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
一
一
つ
目
の
「
自
活
的
な
個
人
」
と
は
、
個
人
と
し
て
の
自
立
能
力
を
培
養
し
て
人
格
的
、
か
つ
経
済
的
自
立
が

で
き
る
個
人
の
完
成
を
意
味
し
て
い
る
。
白
樂
溶
自
身
が
深
く
関
与
し
た
韓
国
の
教
育
法
の
第
１
条
が
、
「
教
育
と
は
『
弘
益
人
間
』
の

理
念
の
下
、
全
て
の
国
民
が
人
格
を
完
成
し
自
主
的
生
活
能
力
か
つ
公
民
と
し
て
の
資
質
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
同
時
に
、
国
家

発
展
の
た
め
に
奉
仕
し
、
人
類
共
栄
の
理
想
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
」
と
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
自
活
的
な
個

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
ご
（
崖
）

九
五

し
て
、
植
民
地
解
放
後
の
》

数
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。

白
樂
溶
が
文
教
部
長
官
と
し
て
在
任
し
て
い
た
時
期
（
’
九
五
○
’
一
九
五
一
一
）
は
、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
○
’
一
九
五
三
）
の
勃
発

に
よ
っ
て
、
様
々
な
現
実
的
障
害
が
散
在
し
て
い
た
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
に
お
い
て
「
中
断
な
き
教
育
の
継
続
」
を
表
明

し
て
、
植
民
地
解
放
後
の
韓
国
社
会
と
教
育
の
新
た
な
発
展
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
は
、
教
育
行
政
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

（
他
）

件
費
の
無
駄
な
使
用
を
抑
え
る
こ
し
」
で
あ
る
。
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法
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志
林
第
一
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四
巻
第
一
号

九
六

人
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
大
学
人
た
ち
を
「
自
由
な
国
民
」
と
「
平
和
的
な
国
際
人
」
に
育
て
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
三
つ
目
の
「
平
和
的
な
国
際
人
」
と
は
、
民
主
主
義
思
想
を
基
礎
と
し
て
、
人
類
社
会
が
共
に
望
ん
で
い
る
「
世
界
平

和
」
の
た
め
に
努
力
を
注
げ
る
人
材
を
意
味
す
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
時
代
が
必
要
と
す
る
「
す
べ
て
の
人
間
の
文
化
的
努
力
」
が
必
要

（
帽
）

で
あ
る
と
彼
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
こ
の
よ
う
な
理
念
の
実
現
の
た
め
に
白
樂
溶
は
、
「
人
格
・
道
義
の
培
養
」
と
「
技
術

理
想
的
教
育
理
念
の
実
現
と
戦
後
の
社
会
再
建
を
同
時
に
成
就
す
る
た
め
の
教
育
行
政
に
お
け
る
彼
の
努
力
は
、
時
代
的
変
動
に
翻
弄

さ
れ
な
い
統
一
国
家
の
完
成
と
民
主
主
義
体
制
の
受
容
、
朝
鮮
戦
争
中
の
精
神
的
・
物
質
的
破
壊
を
克
服
す
る
た
め
の
努
力
で
も
あ
っ
た
。

以
後
、
延
世
大
学
の
総
長
に
な
っ
た
彼
は
、
一
九
六
八
年
六
月
に
開
か
れ
た
「
世
界
大
学
総
長
連
合
会
」
に
参
加
し
て
次
の
よ
う
な
講

演
を
行
っ
た
。

の
習
得
」
を
強
調
し
た
。

国
碕
す
の
『
の
Ｑ
ｐ
ｏ
ｍ
毬
。
。
⑫
云
○
巳
□
ず
画
く
の
画
く
の
『
『
の
侭
口
蔑
Ｄ
Ｐ
。
【
□
］
■
Ｃ
の
旨
（
す
の
『
の
ロ
］
旨
血
豆
○
口
。
【
ロ
呉
一
○
コ
四
一
□
こ
『
で
○
ｍ
の
｛
。
『
ロ
ゴ
邑

四ぐのゴｏＣｐｐ（『『・目○葛、『ｑ芹ロ四（のごＱ己の。□一の■『の口巳【のＱ山口ロゴｇ－Ｃｐ四一『の、。Ｅ『。①のＱのｓｏ回（のＱ・日ロ⑦の白戸の厨四℃。｝）怠‐

○
口
］
。
【
ぬ
口
口
唇
四
三
。
。
》
三
宅
ざ
】
旨
の
芹
苣
の
ロ
の
。
己
一
の
い
『
の
ｍ
ｏ
Ｅ
戸
口
『
口
］
の
ロ
画
一
望
・

自
Ｑ
Ｃ
ｐ
ｏ
（
『
の
【
の
『
｛
。
（
す
の
ロ
四
『
『
ｏ
ニ
ミ
コ
四
（
一
○
コ
四
一
厨
【
ロ
ー
『
百
」
Ｃ
ロ
ゴ
血
の
『
の
①
丙
の
□
の
■
Ｃ
ロ
（
の
『
ｄ
ウ
｝
の
戸
口
ぐ
。
。
。
。
（
す
の
一
三
○
『
｝
。
」
ロ
（
す
の

己山の（ぬの。①『陣ごＣロ・丙四（ずの『・『『の【の『芹○○色『一○］ロー芹］芹○庁己の○○ロゴ（『］。（ミロ旨彦ゴの囚『の『の⑫己○口⑩一ワーの。｝（一Ｎのごｍ・

言
画
く
の
『
ご
○
四
］
ぬ
○
○
一
の
芹
］
。
（
す
の
⑪
ｏ
ぐ
の
『
の
】
ぬ
ロ
。
『
の
①
一
の
巳
由
Ｈ
Ｃ
Ｅ
つ
ぃ
巨
己
の
の
芹
茸
の
Ｑ
の
叩
芹
冒
］
。
｛
（
ロ
の
己
の
○
℃
｝
の
．
四
○
コ
①
『
の
風
（
Ｃ
Ｑ
■
］

四口・芹○四ｍ『の口（の『Ｑの、『の①一コ←すの［口戸巨『Ｐ一．言可】⑫ロの愛『す。『旨。。（四一のＣＤ一の（］』ご（の］］一ｍのコーロロロ『のめつｏｐｍ－ウーの、一念ＮのロのＱの０
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Ⅲ
「
伝
統
文
化
」
に
対
す
る
愛
着
ｌ
「
実
学
」
を
通
し
た
「
文
化
」
の
実
践

白
樂
溶
は
、
人
間
の
知
識
と
知
恵
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
く
結
果
物
を
「
文
明
」
と
判
断
し
て
、
そ
の
精
神
的
要
素
と
な
る
も
の
が

「
文
化
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
「
文
明
」
と
「
文
化
」
は
、
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
精
神
的
・
物
質
的
な
相

互
関
係
を
持
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
「
実
学
」
を
追
求
す
る
に
は
、
自
ら
の
思
想
と
学
問
を
中
心
と
し
て
西

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
数
首
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
一
）
震
）

九
七

目
冨
⑫
ゴ
三
日
の
山
口
芹
ゴ
の
【
『
日
日
口
、
。
［
で
の
○
つ
一
の
旨
（
ず
の
苞
の
四
一
切
四
コ
。
□
こ
『
ロ
。
⑪
①
の
一
○
葛
亘
◎
ず
－
ず
の
ロ
ロ
ニ
○
コ
四
コ
Ｑ
岳
宮
の
己
の
○
℃
一
の

ゴ
画
く
の
す
の
⑦
ｐ
ｏ
Ｃ
ヨ
ヨ
ー
ヰ
の
９
．
円
す
四
『
の
》
一
一
巨
巴
『
貝
の
ｇ
四
切
目
ロ
コ
ニ
の
『
②
国
ロ
ロ
ニ
の
ヨ
マ
ニ
の
口
四
【
】
○
口
四
一
。
。
｝
の
９
－
ぐ
⑦
②
。
［
【
。
『
の
四
・

日
す
⑦
『
の
巴
旨
凹
三
○
三
○
｛
四
口
ロ
［
』
○
口
画
一
己
巨
『
ロ
○
の
①
の
、
ロ
の
Ｑ
昌
一
］
｛
。
『
（
ず
。
⑰
の
○
○
臣
ゴ
ー
『
一
の
②
】
ロ
｛
ず
の
ｍ
ｏ
Ｃ
ｐ
ｌ
ｌ
の
。
（
ご
『
Ｑ
肴
。
Ｈ
一
旦
ヨ
ロ
の
（

。。『。①｛ロ『。Ｅ的豈Ｃ○コの（『口。ごくの①［［。『（の。ご「の目】巨印｛ずロ」｝。○巨『ロ四二○二｛。『【宮の四ヰロ自己門口のロ言○｛一口〔の『ロ四一⑪（四ウ目一一（『罵

夛『の葛尉す（。）○一口。（すの『二ｍ【一○二の○口（。⑦一コ【の『二四〔】。□四」叩佇四ｍの》ロ】。『、一口的ローぐの『⑰〕【ご一口（○ず■『『ゴ。。－。⑪量「宮。｝①

ロ
ゴ
】
の
】
ぐ
の
ご
｛
｜
こ
の
口
、
の
⑪
。
⑪
ロ
○
ず
四
の
ロ
四
『
『
○
三
一
○
『
四
一
｛
】
①
の
８
Ｃ
］
ロ
ロ
一
○
ｏ
四
一
℃
『
の
旨
ｓ
ｏ
の
四
コ
○
の
※
ｏ
旨
印
一
ぐ
の
一
畳
。
｛
ぬ
の
ロ
の
国
｛
一
○
口
②

ロ〕巨切芹ウの（『四口②帛○コゴの□〕ロ一○，○○℃の『四｛一くのｐＣｐＱの。四コロ○○回】ロ】ロロ茸昌一。］Ｐ一計『四口□巨」【一再ゴロ（の一］。、芹一○口四一口ロ詳弓‐

［口佇ゴの『のの□○口⑰』す一ののＣａの（『ミゴ】○ロ夢『の四一【口（○・①、芹ロウ一一のご》の。’｛’一口一の『の切片四コ。」宮口一一の●一○『四一（一のｍＥｐＱ⑩『ロ】】ロの四一一

○
○
日
【
口
巨
已
芹
豈
夛
『
の
一
｛
四
目
の
』
（
】
印
戸
亘
印
巨
で
⑩
Ｅ
『
ぬ
の
。
［
己
の
四
一
』
の
ロ
］
、
四
口
⑫
〔
の
日
【
す
の
『
。
（
》
四
口
。
◎
］
の
ロ
『
◎
ぐ
の
『
、
○
一
一
の
具
曰
く
の
『
一
切
一
○
口
・
弓
宮
の

ロロ〕ぐの『の一｛昌一の。四一一のロロロ○口（○℃一四口（。－ｍ。］この四一⑰』口芹ゴの。］一口Ｑ⑫山口□すの四『【②。｛（ＣＱ回罠ごい『。Ｅ【ゴ・
（
相
）

岸
】
の
（
ご
尉
巨
ロ
、
こ
『
館
①
Ｃ
ｍ
－
Ｑ
の
四
一
一
の
■
】
（
ロ
四
一
○
四
コ
⑪
（
の
『
二
（
す
の
『
○
戸

Ｃ
》
Ｑ
の
（
ど
の
弓
『
四
（
Ｐ
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九
八

欧
の
学
問
を
応
用
す
る
部
分
的
文
化
採
用
論
が
一
別
提
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
、
朝
鮮
後
期
の
近
代
期
と
植
民
地
か
ら
の
解
放
の
時
期
、
い

ず
れ
の
時
代
に
も
自
ら
の
主
体
性
を
諦
め
る
と
こ
ろ
ま
で
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
彼
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
伝
統
認
識
と

そ
の
属
性
に
対
す
る
自
ら
の
判
断
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

彼
は
、
自
ら
の
思
想
と
学
問
を
高
め
る
た
め
に
は
、
新
た
な
も
の
に
対
す
る
「
盲
目
的
追
求
」
で
は
な
く
、
自
ら
の
思
想
と
学
問
の
方

（
佃
）

向
お
よ
び
目
標
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。
彼
は
、
「
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
出
し
た
『
文
化
的
伝
統
』
を
後
世
に

伝
え
て
、
皆
が
『
情
緒
的
安
定
感
』
を
持
っ
て
生
活
を
営
為
出
来
る
よ
う
」
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
弘
益
人
間
」
理
念
が
志
向
す
る
指
標

伝
え
て
、
皆
が
悪

で
あ
る
と
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
文
化
的
伝
統
」
に
対
す
る
認
識
は
、
以
後
、
彼
が
主
張
し
た
「
教
育
の
中
立
」
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
⑬
）
 

「
自
由
な
思
想
に
基
づ
い
た
創
意
的
な
学
問
と
技
術
で
『
文
化
』
の
樹
立
、
且
つ
人
類
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
た
め
に
、

時
代
的
・
政
治
的
流
れ
に
教
育
が
干
渉
さ
れ
な
い
よ
う
「
教
育
の
中
立
」
を
訴
え
た
背
景
に
は
、
彼
の
「
文
化
」
に
対
す
る
認
識
が
大
き

く
作
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
時
代
的
・
政
治
的
介
入
か
ら
自
由
で
な
い
限
り
、
文
化
の
向
上
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て

の○一⑰のくの『『一つ。〕ぐ】Ｑ巨四］山口ロロロ【一○コ。》ＰＣの戸口四三○コ切已。⑰ののｍｍｏの『｛画一ロ（）す］の、芹命四○｛。『のニョロ】ＣｐＱ］の（一口、巨一のす（すのロ］

。
［
す
の
『
。
凹
豆
○
口
⑩
．
。
。
門
口
目
ｏ
ｐ
Ｑ
の
、
Ｃ
の
ロ
戸
一
四
コ
館
巨
四
ｍ
の
ぐ
ち
一
の
（
。
『
望
》
Ｃ
ロ
岸
巨
Ｈ
Ｐ
○
口
の
（
○
日
切
）
す
四
Ｑ
耳
一
○
コ
四
コ
□
』
・
の
巴
、
ロ
『
の
⑩
。
『
ロ
の
。
【

ｓ
ｏ
の
⑦
｛
口
Ｃ
ａ
『
の
。
』
ご
【
。
『
の
仰
の
印
□
の
。
旨
｝
」
ご
》
ロ
の
○
つ
一
の
［
ご
ロ
（
ず
の
一
『
己
の
ロ
（
】
ご
旨
山
口
ロ
国
汽
の
頤
『
の
貝
ロ
ユ
ロ
の
ヨ
旨
の
一
『
Ｄ
Ｃ
Ｂ
日
。
ゴ
ロ
一
一
，

（
綱
）

戸一の⑫。
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そ
し
て
彼
は
、
「
固
有
の
文
化
」
で
人
類
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
独
立
国
と
し
て
の
機
能
的
目
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
固
有
の
文

（
別
）

化
を
継
承
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
我
々
の
責
任
で
あ
り
、
任
務
で
あ
り
、
特
権
で
あ
る
と
語
っ
た
。
こ
こ
で
白
樂
溶
が
一
一
一
己
っ
た

「
固
有
の
文
化
を
継
承
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
教
育
」
と
は
当
然
な
が
ら
「
伝
統
文
化
を
伝
授
で
き
る
教
育
」
を
意
味
す
る
。
彼
は
、
〈
兜
）

個
々
人
に
お
け
る
「
文
化
的
価
値
」
を
社
会
的
変
化
に
適
△
□
さ
せ
て
発
揮
で
き
る
媒
介
物
と
し
て
「
教
育
」
と
い
う
方
法
論
を
選
択
し
た

白
樂
溶
に
お
け
る
教
育
理
念
は
、
国
務
委
員
と
し
て
文
教
部
長
官
に
在
任
し
て
い
た
時
期
に
該
当
す
る
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
合
わ
せ
て
よ

り
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
時
代
状
況
を
克
服
で
き
る
内
在
的
原
動
力
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
教
育
方
針
を

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
二
（
崖
）

九
九

の
で
あ
る
。

い
た
。
「
教
育
」
と
「
文
化
」
の
有
機
性
に
対
す
る
彼
の
こ
の
よ
う
な
観
点
の
中
に
は
、
植
民
地
知
識
人
と
し
て
の
経
験
を
持
つ
白
樂
溶

自
身
の
経
験
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
白
樂
溶
は
、
文
化
的
革
新
と
受
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
自
ら
の
意

見
を
示
し
た
。

旨
三
の
つ
『
。
。
⑦
の
⑪
の
②
Ｃ
啼
芹
『
四
コ
⑫
【
。
『
ョ
日
一
○
口
。
｛
言
の
【
。
『
の
煙
貝
四
一
一
言
の
彦
山
『
曰
一
①
⑪
印
四
口
Ｑ
ご
ｏ
○
コ
の
①
Ｃ
こ
の
ご
【
国
一
○
Ｅ
の
一
○
【
口
⑫
○
【
Ｓ
の

一
四
口
□
い
す
ｏ
Ｅ
］
ロ
ケ
の
一
の
津
】
口
（
口
。
（
・
回
ロ
ロ
ロ
耳
の
。
］
己
一
の
、
宮
。
■
］
・
す
の
。
】
『
の
。
芹
の
□
｛
。
『
の
四
Ｃ
宮
・
○
ニ
ヨ
ロ
言
○
の
。
『
。
①
ロ
ゴ
・
の
『
｜
］
一
口
頤
目
］
。
『
四
一

四
コ
。
【
口
ロ
Ｑ
四
目
】
の
目
白
｝
ロ
ゴ
。
Ｑ
己
一
の
ロ
ロ
ロ
ワ
の
、
四
口
四
戸
『
四
コ
の
『
。
『
曰
囚
｛
一
○
口
【
『
ｏ
日
三
茸
可
一
員
急
。
『
嵐
■
ぬ
。
巨
づ
ご
四
『
・
ず
く
四
ぐ
ヨ
砲
【
す
の
日

［
ロ
①
の
の
ｏ
『
の
【
。
｛
ご
く
の
⑫
一
の
『
ロ
。
ロ
］
（
ロ
『
の
｛
。
『
。
●
『
の
ぐ
○
一
■
｛
］
○
口
一
口
戸
○
四
コ
の
ニ
ョ
９
ぐ
】
一
同
四
（
一
○
口
四
一
一
←
ロ
①
、
ロ
ー
芹
ロ
『
の
。
｛
｛
ず
⑦
ご
く
の
⑪
（
・
す
巨
一
の
滉
‐

（
卵
）

己
『
の
い
⑫
の
ロ
ヨ
（
の
『
ヨ
の
。
【
○
ユ
の
皀
薗
］
］
】
【
の
ロ
コ
ロ
ゴ
四
口
｛
．
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一
○
○

（
銅
）

立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
、
「
人
権
」
を
中
心
と
す
る
世
界
的
平
和
人
を
育
て
る
教
育
行
救
を
目
指
し
た
。
こ
れ
を
よ
り
具
体
的
に

実
現
す
る
た
め
に
は
、
現
実
に
直
面
し
た
危
機
に
対
す
る
歴
史
文
化
的
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
且
つ
、
世
界
史
に
お
け
る
現
実

の
状
況
の
位
置
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
二
六
○
○
年
前
、
中
国
か
ら
仏
教
を
受
容
し
た
時
に
も
、
我
々
の
文
化
的
『
価
値
』
と
「
様
式
』
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
た

上
に
他
の
国
と
地
域
へ
伝
播
し
た
の
で
あ
る
。
儒
教
も
こ
れ
と
同
様
な
一
々
法
で
受
容
し
、
伝
播
し
た
。
…
…
『
弘
益
人
閣
厘
の
理
念
を
今

日
の
韓
国
に
お
け
る
教
育
理
念
の
基
礎
に
決
め
た
こ
と
は
、
自
ら
の
文
化
的
『
価
値
』
と
冨
噸
式
』
を
昇
華
さ
せ
て
、
世
界
の
人
々
の
利

（
別
）

益
の
た
め
に
『
奉
仕
』
し
、
人
類
社
会
に
『
貢
献
』
で
き
る
人
材
の
育
成
と
い
う
世
界
共
通
的
価
値
に
符
△
口
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
自
ら

の
教
育
理
念
が
有
す
る
歴
史
的
背
景
と
意
味
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
、
自
ら
が
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
『
世
界

文
化
の
主
体
的
受
容
』
と
そ
の
理
念
の
実
践
の
た
め
に
、
現
実
に
お
け
る
危
機
的
状
況
を
克
服
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
彼
の
教
育
理
念
は
、
近
代
以
後
の
「
西
欧
文
化
お
よ
び
文
物
」
の
単
純
な
「
受
容
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
の
文
化
的
背
景
を
通

し
て
「
受
容
」
し
て
「
還
元
」
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
「
文
化
の
世
界
化
」
に
対
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

彼
は
、
自
ら
の
教
育
理
念
が
目
指
し
て
い
た
も
う
一
つ
の
目
標
で
あ
る
「
実
学
的
な
実
践
の
態
度
」
と
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

（
朝
鮮
の
）
「
実
学
」
に
お
け
る
思
想
の
中
で
、
最
も
主
な
る
も
の
が
「
東
学
」
が
目
指
し
て
い
た
「
国
政
改
革
思
想
」
で
あ
る
。
同

イ
イ
ァ
ク

時
に
「
実
学
」
勃
興
は
、
当
時
の
社
会
に
新
し
い
原
動
力
を
提
供
し
た
文
化
復
興
運
動
で
あ
っ
た
。
李
澳
（
一
一
ハ
八
一
－
一
七
六
一
一
一
）
、

ソ
旬
ン
ヤ
ヅ
ク
ヨ
ン

丁
若
鏑
（
一
七
六
一
一
－
一
八
一
一
一
六
）
の
よ
う
な
実
学
者
た
ち
に
よ
る
「
自
我
意
識
」
の
強
調
は
、
氏
族
社
会
に
お
け
る
共
同
的
自
己
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特
に
彼
は
、
丁
若
鋼
が
主
張
し
た
「
法
古
創
新
」
の
思
想
を
強
調
し
た
。
彼
は
、
過
去
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
た
上
に
新
し
い
も
の

を
創
出
す
る
と
い
う
「
法
古
」
の
精
神
が
「
伝
統
」
を
継
承
す
る
た
め
の
理
想
主
義
的
理
念
で
あ
っ
て
、
「
創
新
」
と
は
、
新
た
な
革
新

を
組
成
す
る
進
歩
的
理
念
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
実
際
に
丁
若
鋪
は
、
過
去
の
も
の
だ
け
を
踏
襲
す
る
と
模
倣
に
流
れ
る
可
能
性
が
あ
っ

て
、
新
し
い
も
の
を
創
出
す
る
ば
か
り
で
は
系
統
を
確
立
し
に
く
い
と
説
明
し
た
。
白
樂
溶
は
、
自
ら
の
一
連
の
教
育
理
念
の
実
現
の
過

（
弱
）

程
に
お
い
て
、
こ
の
「
法
古
創
新
」
の
精
神
を
簡
潔
に
適
用
し
、
受
容
し
た
と
思
わ
れ
る
。
李
襖
も
「
依
古
而
愛
通
」
の
思
想
を
主
唱
し

て
、
伝
統
的
な
も
の
の
継
承
の
重
要
性
を
主
張
し
つ
つ
、
そ
の
伝
統
的
な
も
の
に
内
在
す
る
病
弊
を
清
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調

し
た
。
白
樂
溶
は
こ
れ
を
「
伝
統
的
な
も
の
」
で
あ
っ
て
も
全
て
が
継
承
す
べ
き
価
値
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
共
通
の
価
値
観
と
利
益

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

一
○
’

こ
の
よ
う
に
、
彼
が
歴
史
に
お
け
る
「
実
学
思
想
」
を
自
ら
の
教
育
思
想
に
適
応
し
て
実
践
し
て
来
た
の
は
、
実
学
に
お
け
る
「
合
理

主
義
」
的
精
神
と
共
に
、
そ
の
基
で
あ
っ
た
民
族
の
「
文
化
復
興
」
へ
の
意
志
と
意
識
に
共
感
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
歴
史
に
お

イ
イ
ワ
ク

ジ
ｎ
．
プ
ヤ
ワ
ク
ヨ
ン

け
る
李
澳
（
一
六
八
一
’
一
七
六
一
一
一
）
と
丁
若
鏑
（
一
七
六
一
一
’
一
八
一
一
一
六
）
の
精
神
を
「
実
学
思
想
」
の
結
果
物
と
し
て
集
約
、
実

践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
文
化
と
学
問
が
有
す
る
価
値
と
機
能
の
現
代
的
「
拡
大
再
現
」
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

責
任
意
識
と
関
連
し
て
い
る
「
匹
夫
有
責
」
の
概
念
に
由
来
す
る
が
、
実
学
者
た
ち
は
「
救
国
済
民
」
の
方
略
を
積
極
的
に
模
索
し
、

且
つ
時
代
的
現
実
を
克
服
で
き
る
よ
う
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
実
学
者
た
ち
の
共
通
の
思
想
は
、
合
理
主
義
で
あ
り
、
時
代
的

非
合
理
性
へ
の
指
摘
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。
彼
ら
は
、
個
人
の
「
自
我
成
就
」
に
相
応
し
い
も
の
は
、
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
学
ぶ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
主
張
は
、
今
日
の
民
主
的
市
民
意
識
の
も
と
に
な
る
思
想
で
あ
ろ
う
。
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Ⅳ
知
識
水
準
の
向
上
に
よ
る
文
化
認
識
の
実
践
ｌ
朝
鮮
文
庫
お
よ
び
延
世
大
学
国
学
研
究
院
の
股
鐘

白
樂
溶
は
、
た
と
え
自
ら
の
「
伝
統
文
化
」
が
高
い
水
準
を
持
ち
、
学
問
的
な
研
究
実
績
が
残
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
こ
れ
を
実
際
の

生
活
に
お
い
て
応
用
し
て
活
用
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
半
減
す
る
と
認
識
し
て
い
た
。
彼
は
、
「
高
き
理
想
と
崇
高
な
人
格
を
傭
た

（
駒
）

時
、
『
真
』
『
善
』
『
美
』
、
そ
し
て
『
義
』
を
判
断
で
き
る
個
人
に
な
れ
る
」
と
述
べ
た
。
誰
も
が
「
学
問
」
と
「
徳
行
」
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
発
展
と
文
化
発
展
に
共
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
つ
つ
、
「
学
問
」
と
「
徳
行
」
の
世
界
は
無
限
で
あ
り
、
且

つ
、
そ
の
実
践
的
方
法
論
も
無
限
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
、
「
徳
行
」
を
前
提
に
し
た
学
問
活
動
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

一
○
二

（
船
）

に
反
し
な
い
要
素
を
選
別
し
て
継
承
す
る
時
に
、
そ
の
文
化
の
主
体
性
と
独
立
性
が
保
障
で
き
る
と
解
釈
し
た
。
こ
の
よ
う
に
白
樂
溶
は
、

「
伝
統
文
化
」
に
基
づ
い
て
「
実
学
」
の
精
神
の
よ
う
な
新
し
く
て
価
値
の
あ
る
「
新
文
化
」
の
追
求
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
自

ら
の
思
想
的
な
基
盤
と
方
向
を
、
「
伝
統
文
化
」
の
中
か
ら
求
め
よ
う
と
し
た
積
極
的
な
意
志
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

ヨ
コ
の
『
の
色
『
の
曰
回
ロ
］
ミ
ロ
Ｃ
○
○
口
⑪
丘
の
Ｈ
』
の
ロ
『
ロ
』
ロ
、
四
口
の
滉
己
の
曰
の
ロ
（
（
。
］
曰
く
冒
蜆
、
ゴ
ロ
』
ゴ
ロ
①
の
ロ
一
宮
の
○
・
一
の
。
【
一
ぐ
の
。
〔
』
の
ロ
『
ロ
曰
、

●
 

○
四
ロ
ケ
の
庁
面
の
の
（
国
ゴ
ロ
一
四
【
】
○
コ
。
『
（
す
。
巨
晒
汀
【
ｏ
Ｈ
－
ｐ
の
□
『
。
■
】
○
芹
一
○
口
。
｛
〔
ず
の
。
『
一
の
の
ど
ケ
ロ
庁
芹
｝
の
片
口
。
『
の
］
『
ゴ
ロ
。
『
【
■
ロ
｛
一
○
の
口
碩
四
ｍ
の
一
口
一
一

四
⑪
ロ
の
８
の
⑫
四
『
冤
扁
ｏ
同
旨
の
扁
。
ｐ
己
山
（
一
○
口
。
｛
○
百
『
四
○
（
の
『
・
三
○
『
の
。
ぐ
の
『
一
二
の
【
○
四
日
日
『
の
岳
の
百
○
ョ
」
の
ｑ
ｍ
の
》
一
員
の
一
一
の
。
百
四
一
：
三
口
》

四
口
Ｑ
妨
云
一
一
一
芹
。
』
Ｈ
ｐ
ｐ
Ｈ
ｏ
『
の
芹
彦
の
一
○
片
。
命
。
（
す
の
Ｈ
⑫

一
二
ロ
】
一
の
一
（
す
の
ロ
の
津
（
の
爲
口
の
』
（
四
一
の
。
①
コ
ロ
ヶ
ー
の
⑭
ヨ
】
の
一
○
ヶ
の
。
⑦
【
一
（
す
巨
閂
ご
山
口
丙
一
口
ロ
。
｛
一
己
宮
】
ｏ
苣
閂
四
目
ロ
ロ
ロ
凹
凰
’
一
二
汀
］
⑫
（
巨
。
旨
□
勺
巨
（
の
一
目
ゴ
ー
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こ
こ
で
彼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
、
知
的
能
力
と
人
格
を
「
向
上
」
さ
せ
る
こ
と
は
、
個
人
に
お
け
る
知
的
能
力
と
人
格
の
「
向

（
弱
）

上
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
て
の
文
化
的
価
値
を
達
成
す
る
た
め
の
「
方
法
論
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
知

的
能
力
の
向
上
の
た
め
、
伝
統
文
化
の
研
究
を
そ
の
目
的
と
す
る
財
団
法
人
「
朝
鮮
文
庫
」
の
創
設
を
提
案
し
た
上
で
、
具
体
的
に
⑪

文
庫
の
名
称
は
「
朝
鮮
文
庫
」
と
す
る
②
本
文
庫
は
朝
鮮
文
化
の
研
究
を
そ
の
目
的
と
す
る
③
本
文
庫
は
上
記
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
史
学
・
文
学
・
語
学
・
民
俗
学
に
関
す
る
収
集
、
研
究
費
の
補
助
、
研
究
発
表
の
活
性
化
、
講
演
会
の
開
催
、
文
化
研
究
所
・
博

物
館
・
図
書
館
の
運
営
な
ど
の
必
要
な
事
業
を
行
う
側
本
文
庫
の
維
持
の
た
め
、
財
団
法
人
「
朝
鮮
文
庫
」
を
組
織
す
る
⑤
本
文
庫

の
事
業
経
営
は
財
団
法
人
理
事
会
に
て
執
行
す
る
な
ど
を
そ
の
内
容
と
す
る
方
案
を
提
示
し
た
。
彼
は
、
某
日
刊
紙
を
通
し
て
「
我
々

に
は
体
系
的
研
究
を
必
要
と
す
る
古
き
文
化
的
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
に
精
進
し
て
く
れ
る
人
材
が
い
る
。
学
内
外
の
人
材
た
ち
よ
、
『
朝

〈
釦
）

鮮
文
庫
』
設
立
に
共
に
参
加
せ
よ
」
と
呼
び
か
け
た
。
同
時
に
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
、
綿
密
な
計
画
と
円

滑
な
組
織
、
そ
し
て
献
身
的
な
寶
任
者
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

「
朝
鮮
文
庫
」
の
設
置
の
理
由
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
文
化
建
設
の
基
礎
を
立
て
、
伝
統
文
化
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
世
界
的
な
位
置
を
確
保
し
、
且
つ
、
現
代
に
お
け
る
生
活
と
文
化
の
発
展
の
た
め
世
界
的
流
れ
を
理
解
し
て
、
そ
れ
に
対
応
で
き

（
仇
）

る
新
文
化
の
基
礎
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
古
き
伝
統
文
化
の
研
究
を
専
門
と
す
る
中
核
的
拠
点
機
関
を

設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崔
）

一
○
三

ロ
］
『
》
（
。
。
①
ぐ
の
」
○
つ
◎
ず
四
円
四
。
｛
の
『
ご
｛
○
つ
の
○
○
円
■
の
①
沢
◎
の
」
｝
の
ロ
（
宮
口
門
口
四
□
す
巴
ロ
、
の
ご
芹
○
の
①
『
ぐ
の
ゴ
巨
目
己
四
口
茸
］
。
ｍ
ご
ロ
（
○
・
百
四
六
の
（
す
の
舅
『
。
『
」
Ｑ

（
詔
）

】
己
尹
『
ず
》
○
．
夛
弓
の
一
一
ぐ
の
四
」
耳
（
］
の
ワ
の
｛
（
の
『
芹
ロ
ロ
ゴ
詳
録
『
口
印
す
の
【
Ｃ
『
の
ニ
ヨ
の
｛
。
Ｅ
口
９
－
（
。
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白
樂
溶
は
、
植
民
地
時
代
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
朝
鮮
の
学
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
「
友
愛
会
」
を
結
成
し
、
朝
鮮
の
歴
史
・
言

語
・
文
学
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
を
公
募
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
積
極
的
に
研
究
で
き
る

機
会
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
延
禧
天
学
が
誇
る
学
風
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
伝
統
文
化
」
研
究
に
対
す
る
彼
の
意
欲
と
意
味
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
表
徴
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
朝

鮮
の
言
語
と
伝
統
民
俗
の
研
究
の
た
め
に
「
朝
鮮
語
学
会
」
、
「
民
俗
学
会
」
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
と
周
辺
の
国
と
地
域
の
研
究
の
た
め
に

「
震
檀
学
会
」
を
設
立
し
た
発
起
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
の
文
化
を
研
究
し
て
、
そ
の
資
料
を
調
査
・
整
理
す
る

〈
舵
）

た
め
の
試
み
は
、
当
一
時
の
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
弾
圧
を
受
け
る
原
因
と
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
学
問
と
文
化
の
復
興
の
た

め
の
試
み
は
、
国
文
学
、
歴
史
学
の
復
興
を
通
し
て
延
繭
大
学
を
民
族
中
興
の
学
問
的
中
心
に
す
る
た
め
に
、
関
連
研
究
を
行
う
専
門
的

機
関
と
し
て
国
学
研
究
院
を
設
置
す
る
と
共
に
、
理
工
系
学
部
の
重
点
的
育
成
な
ど
を
学
問
復
興
の
た
め
の
実
践
的
方
法
論
と
し
て
採
択

（
鯛
）

し
た
。
彼
は
、
若
い
筆
者
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
「
国
学
（
門
。
円
の
四
目
・
」
・
巴
）
」
の
研
究
を
通
し
て
新
し
い
学
問
的
一
夕
法
論
を
創
造
し
、

且
つ
、
科
学
的
一
勾
法
で
そ
の
体
系
化
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
文
化
の
暢
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
個
々
人
に
お
け
る
伝
統
文
化
へ
の
認
識
と
関
心
の
高
調
を
通
し
て
、
「
伝
統
文
化
」
の
再
生
と
文
化
理
念
の
再
設
定
に
お
い
て

主
体
的
認
識
と
現
代
的
変
容
を
共
に
追
求
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
彼
は
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
真
な
る
価
値
に
つ
い
て

学
問
的
に
研
究
す
る
た
め
の
基
盤
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
国
学
（
【
。
『
の
目
・
］
・
閏
）
研
究
に
対
す
る
支
援
と
態
度
の
刷
新
は
、

伝
統
文
化
の
本
質
を
「
学
問
」
と
い
う
道
具
を
採
用
し
て
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
た
彼
の
意
思
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
問
を
通
し
た
伝

統
文
化
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
確
立
す
る
よ
う
寄
与
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
教
育
と
文
化
の
領
域
に
お
け
る
近
代
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
行
政
に
も
直
接
関
与
し
て
、
そ
の
実
践
の
た
め
努
力
し
た
こ
と
は
本
当
の
意
味
で
の
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
実
現
で
あ
っ
た
と
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「
陽
明
学
演
論
」
の
執
筆
者
で
あ
る
鄭
寅
普
は
、
植
民
地
時
代
に
同
じ
大
学
の
同
僚
教
員
と
し
て
学
問
的
・
人
間
的
に
親
し
い
関
係
で

あ
っ
た
。
白
樂
溶
は
「
自
ら
に
実
学
と
国
学
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
志
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
鄭
寅
普
先
生
の
知
識
と
協
力
の

（
船
）

お
か
げ
で
あ
る
」
と
振
り
返
つ
っ
て
い
る
。
当
時
、
彼
は
、
世
界
史
に
お
い
て
民
族
固
有
の
理
念
を
基
盤
と
し
て
「
文
化
的
発
展
」
を
果

た
す
こ
と
を
学
問
の
目
標
と
設
定
し
て
い
た
。
白
樂
溶
は
、
実
学
理
念
で
あ
る
「
実
事
求
是
」
の
思
想
を
発
展
さ
せ
て
、
実
践
す
れ
ば
民

族
の
繁
栄
に
繋
が
る
と
判
断
し
て
い
た
。
彼
は
自
ら
が
国
務
委
員
文
教
部
長
官
と
延
世
大
学
の
総
長
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
の
間
に

も
、
近
代
化
（
冨
且
の
『
ヨ
園
菖
。
ご
）
の
基
礎
理
念
を
実
学
思
想
に
基
づ
い
て
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
だ
、
彼
は
「
鄭
寅
普

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
〉
（
崔
）

’
○
五

と
を
薦
め
た
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
イ
ン
ポ

ー
国
民
思
想
研
究
所
と
雑
誌
『
思
想
界
』
－
－
‐
鄭
寅
普
の
「
陽
明
学
演
論
」
掲
載

白
樂
溶
は
、
朝
鮮
戦
争
期
間
中
、
戦
争
で
疲
弊
し
た
人
々
へ
思
想
的
な
活
力
を
与
え
る
た
め
に
「
国
民
思
想
研
究
院
」
を
設
立
し
た
。

こ
の
研
究
院
の
機
関
紙
と
し
て
創
刊
し
た
の
が
『
思
想
』
誌
で
あ
っ
た
。
国
民
思
想
研
究
院
は
政
府
傘
下
の
機
関
で
あ
っ
た
が
、
機
関
紙

ジ
ャ
ン
ジ
ュ
ン
ハ

『
思
想
』
誌
の
編
集
は
民
間
人
が
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
、
｝
」
の
『
思
想
』
誌
の
編
集
長
に
任
命
し
た
人
物
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
張
俊
河

（
Ｍ
）
 

（
一
九
一
八
－
‐
一
九
七
五
）
で
あ
っ
た
。
以
後
、
張
俊
河
に
よ
っ
て
雑
誌
の
名
前
は
『
思
想
界
』
と
変
え
ら
れ
、
民
間
主
導
の
雑
誌
と
－
）

（
鴎
）

ジ
ョ
ン
イ
ン
ポ

て
再
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
、
白
樂
溶
は
張
俊
河
に
一
九
一
二
○
年
に
書
か
れ
た
鄭
寅
普
の
「
陽
明
学
演
論
」
を
掲
載
す
る
こ

考
え
ら
れ
る
。
彼
が
見
せ
て
く
れ
た
一
連
の
活
動
は
、
植
民
地
時
代
か
ら
学
問
と
大
学
を
媒
介
に
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
今
日
に
お

け
る
大
学
教
育
の
精
神
的
理
念
と
文
化
的
価
値
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節
言
論
復
興
と
白
樂
溶
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先
生
は
、
陽
明
学
の
主
な
る
『
知
行
一
致
（
知
行
合
一
）
』
の
思
想
を
強
調
し
つ
つ
、
実
学
思
想
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
説
明
し

（
、
）

た
。
こ
れ
を
通
し
て
『
実
心
問
学
」
の
思
想
を
学
生
た
ち
に
強
調
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
鄭
先
生
が
人
間
に
内
在
す
る

「
空
虚
』
と
「
邪
匿
』
を
捨
て
る
よ
う
に
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
私
が
追
求
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
も
運
然
と
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

（
館
）

我
々
は
実
学
の
精
神
で
あ
る
『
法
古
創
新
』
の
現
実
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
を
一
致
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
白
樂
溶

は
、
鄭
寅
普
の
学
問
的
創
意
力
と
精
神
力
を
評
価
し
つ
つ
、
そ
の
品
格
は
「
学
者
」
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
と
轍
質
し
た
。
彼
は
、
鄭
寅

普
の
「
陽
明
学
演
論
」
が
、
中
国
に
お
い
て
朱
子
学
に
対
抗
す
る
形
で
誕
生
し
た
陽
明
学
に
関
す
る
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
朝
鮮
学

（
的
）

問
の
活
性
化
と
民
族
の
独
立
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
評
価
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
っ
て
、
彼
は
雑
誌
「
思
想
界
』

に
鄭
寅
普
の
「
陽
明
学
演
論
」
を
掲
載
す
る
よ
う
に
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
張
俊
河
は
、
鄭
寅
普
の
「
陽
明
学
演
論
」
に
対
し
て
「
実
学

（
刊
）

分
野
に
お
け
る
我
が
民
族
の
精
神
史
を
網
羅
し
た
文
書
と
し
て
今
日
の
我
々
に
知
的
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
宝
」
と
評
価
し
た
。
｝
」
の
こ

と
に
よ
り
、
一
九
一
一
一
三
年
九
月
八
日
か
ら
一
一
一
月
一
七
日
ま
で
『
東
亜
日
報
』
に
一
部
が
掲
載
ｄ
削
除
さ
れ
て
以
来
、
雑
誌
『
思
想
界
』

を
通
し
て
、
や
が
て
全
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
後
、
『
思
想
界
』
社
は
、
白
樂
溶
の
紹
介
で
『
震
檀
学
報
』
、
『
教
育
文
化
』
、
『
歴
史
学
報
』
、
。
宋
万
学
誌
』
、
『
国
語
国
文
学
』
誌
、

『
抵
學
』
誌
な
ど
幾
つ
か
の
学
術
誌
を
朝
》
糠
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
五
三
年
八
月
か
ら
次
々
と
委
託
世
版
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
震
檀
学

報
』
は
、
植
民
地
時
代
の
一
九
三
四
年
五
月
に
創
立
さ
れ
た
学
術
団
体
「
震
檀
学
会
」
が
創
刊
し
た
学
術
誌
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
が
問

題
と
な
っ
て
一
九
四
一
年
六
月
の
第
Ⅱ
巻
を
最
後
に
発
刊
が
中
断
さ
れ
た
。
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
、
一
九
四
七
年
五
月
の
第
咀
巻

か
ら
復
刊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
朝
鑑
戦
争
の
勃
発
で
再
び
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
思
想
界
』
が
引
き
受
け
て
、
朝
鮮
戦

争
が
終
結
し
た
一
九
五
三
年
八
月
か
ら
第
Ⅳ
巻
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
教
育
文
化
』
は
、
一
九
五
三
年
八
月
に
「
韓
国
教
育
文
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化
協
会
」
の
機
関
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
て
、
一
九
五
三
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
六
年
一
月
ま
で
「
思
想
界
』
が
委
託
発
刊
し
た
雑
誌
で
あ

っ
た
。
『
歴
史
学
報
』
は
「
国
内
歴
史
学
の
新
し
い
建
設
」
を
目
的
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
戦
争
期
間
中
に
中
断
さ
れ
た
も
の
を

『
思
想
界
』
が
引
き
受
け
て
一
九
五
三
年
八
月
か
ら
発
行
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
東
方
学
誌
』
は
、
現
在
の
延
世
大
学
国
学
研
究

院
の
前
身
で
あ
る
延
禧
大
学
東
方
学
研
究
所
の
機
関
誌
で
あ
っ
て
、
『
国
語
国
文
学
』
誌
と
『
哲
学
』
誌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
国
語
国
文

学
会
」
と
「
韓
国
哲
学
学
会
」
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
て
、
朝
鮮
戦
争
期
間
中
に
出
版
が
中
断
さ
れ
た
も
の
を
『
思
想
界
』
が
引
き
受

（
、
）

け
て
再
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
雑
誌
の
中
で
『
教
育
文
化
』
と
『
東
方
学
誌
』
の
発
行
人
は
白
樂
溶
で
あ
っ
た
。

キ
ム
ソ
ン
ハ
ン

「
思
想
界
』
の
編
集
長
で
あ
っ
た
張
俊
河
と
主
幹
の
小
説
家
の
金
聲
翰
は
、
「
『
震
檀
学
報
』
『
歴
史
学
報
』
『
東
方
学
誌
』
な
ど
権
威
の

（
犯
）

あ
る
学
術
誌
の
出
版
が
再
開
さ
れ
て
、
少
し
で
も
国
内
の
学
術
活
性
化
の
力
に
な
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
朝
鮮
戦

争
直
後
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
学
術
雑
誌
の
委
託
発
刊
は
『
思
想
界
』
の
経
営
と
い
う
限
定
さ
れ
た
意
味
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
植
民

地
統
治
と
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
て
い
た
様
々
な
分
野
の
学
問
の
再
生
の
た
め
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
そ
の
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
厳
し
い
現
実
に
対
し
て
屈
従
し
な
い
知
識
人
た
ち
の
姿
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
白
樂
溶
は
『
思
想
界
』

が
創
刊
さ
れ
た
一
九
五
四
年
四
月
か
ら
司
」
運
動
精
神
論
、
韓
国
の
教
育
・
科
学
・
文
化
、
朝
鮮
戦
争
と
世
界
平
和
、
韓
国
教
育
の
当

面
課
題
、
社
会
変
動
と
民
意
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
、
ハ
ン
グ
ル
運
動
の
方
向
、
『
革
醤
就
新
』
の
主
唱
」
な
ど
を
テ
ー
マ
で

『
思
想
界
』
誌
面
に
論
考
を
投
稿
し
た
。
韓
国
社
会
の
現
代
史
に
お
け
る
雑
誌
『
思
想
界
』
の
位
置
と
し
て
は
、
軍
事
独
裁
政
権
に
対
抗

し
つ
つ
批
判
精
神
を
発
揮
し
て
、
韓
国
の
民
主
化
に
寄
与
し
、
且
つ
、
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

白
樂
溶
は
一
九
五
七
年
四
月
七
日
、
韓
国
の
「
新
聞
編
集
人
協
会
」
の
設
立
に
関
与
す
る
と
同
時
に
、
言
論
界
の
記
念
日
で
あ
る
「
新

聞
の
日
」
を
決
め
る
こ
と
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
過
去
の
植
民
地
時
代
に
お
い
て
、
言
論
界
が
民
族
の
自
主
的
独
立
の
た

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

一
○
七
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彼
は
、
初
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
播
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
「
聖
書
」
が
そ
の
道
具
と
し
て
広
い
範
囲
で
使
用
さ
れ
た
事
実
に
着

（
渦
）

目
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
重
要
性
を
自
覚
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
マ
ス
コ
ミ
が
国
民
啓

蒙
と
伝
統
文
化
の
保
全
に
全
力
を
尽
く
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
、
植
民
地
解
放
後
か
ら
朝
鮮
戦
争
の
終
結
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
長

く
中
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
学
術
誌
」
な
ど
の
再
発
刊
に
自
ら
が
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

関
』
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
寵

能
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
初
期
の
プ
ロ
｜
Ｚ

目
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
重
詫

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

一
○
八

め
に
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
社
会
先
導
機
能
を
強
調
し
た
。
彼
は
車
耕
間
の

日
」
制
定
記
念
式
典
の
場
で
「
新
聞
は
、
如
何
な
る
階
級
、
あ
る
い
は
権
力
に
も
傾
い
て
は
い
け
な
い
。
国
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
植
民
地
時
代
に
も
、
新
聞
は
輿
論
を
調
整
し
て
社
会
を
先
導
し
、
且
つ
様
々
な
知
識
・
学
問
的
業
績
の
記
録
、
伝
達
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
六
一
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
社
会
的
貢
献
の
伝
統
を
も
と
に
、
こ
れ
よ
り
民
主
国
家
の
た
め
に
邇
進
す
る
こ
と

（
両
）

を
望
む
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
「
学
問
の
研
究
を
専
門
と
す
る
知
識
人
以
外
の
一
般
の
人
々
は
、
学
校
教
育
で
は
な
く
、
新
聞
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
知
識
を
得
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
マ
ス
コ
ミ
は
国
民
へ
の
知
識
普
及
を
担
当
す
る
明
ら
か
な
『
教
育
機

（
刑
）

関
』
で
あ
り
、
マ
ス
コ
、
、
、
関
係
者
た
ち
は
そ
の
教
育
を
担
当
す
る
『
教
育
者
』
で
あ
る
」
と
述
べ
つ
つ
、
マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る
教
育
的
機

ラ
ン
チ
チ
ャ
オ

Ⅱ
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
白
樂
溶
の
認
識
に
内
在
す
る
思
想
的
背
景
－
－
梁
啓
超
（
’
八
七
一
二
－
一
九
一
一
九
）
ら
に
よ
る
「
変
法
自
強
運

動
」
の
影
響
か
ら
延
世
大
学
新
聞
科
学
研
究
所
の
設
置
に
至
る
ま
で

介
吋
ン
ユ
ウ
エ
イ
，

ラ
ン
チ
チ
ャ
オ

白
樂
溶
は
、
中
国
の
思
想
家
で
あ
る
康
有
爲
（
一
八
五
八
「
’
一
九
一
一
七
）
と
そ
の
弟
子
梁
啓
超
（
一
八
七
一
一
一
’
’
九
一
一
九
）
に
お
け
る

「
変
法
自
強
運
動
」
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
梁
啓
超
の
場
合
、
近
代
的
な
新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
利
用
し
て
改
革
啓
蒙
運
動
を
展
開
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（
湖
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
本
格
的
な
言
論
の
時
代
を
開
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
九
五
年
に
新
聞
『
中
外
公
報
』
を
創
刊
し

た
後
、
多
様
な
種
類
の
新
聞
と
雑
誌
を
発
行
し
て
、
自
ら
の
「
変
法
自
強
運
動
」
を
拡
大
す
る
た
め
の
思
想
的
道
具
と
し
て
活
用
し
た
。

彼
は
、
’
八
九
八
年
の
「
戊
戌
政
変
」
失
敗
後
、
日
本
に
亡
命
し
、
横
浜
に
て
一
八
八
九
年
の
二
月
か
ら
一
九
○
一
年
一
月
に
か
け
て

雑
誌
『
清
議
報
』
、
一
九
○
二
年
一
月
か
ら
一
九
○
七
年
一
○
月
に
か
け
て
雑
誌
『
新
民
叢
報
』
を
発
刊
し
た
。
彼
は
、
海
外
か
ら
本
国

（
両
）

の
政
権
を
非
難
す
る
文
書
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
読
者
を
得
て
、
中
国
国
内
の
輿
論
に
Ｊ
Ｃ
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

梁
啓
超
の
「
変
法
自
強
運
動
」
思
想
は
、
植
民
地
統
治
期
の
間
に
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
「
愛
国
啓
蒙
運
動
」
に
も
多
く
の

影
響
を
与
え
た
。
国
権
と
自
主
権
の
回
復
を
当
面
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
た
朝
鮮
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
は
、
西
欧
に
お
け
る
社
会
契
約

論
と
社
会
進
化
論
の
よ
う
な
近
代
思
想
を
直
接
受
容
す
る
と
共
に
、
中
国
に
お
け
る
「
変
法
自
強
運
動
」
の
論
理
を
自
ら
の
「
愛
国
啓
蒙

イ
ン
チ
■
ン

運
動
」
に
並
行
し
て
適
用
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
梁
酸
旨
趣
が
日
本
の
横
浜
で
発
行
し
た
雑
誌
『
清
議
報
』
は
、
仁
川
を
通
し
て
朝
鮮

キ
ロ
ン
ソ
ン
（
犯
）

に
輸
入
、
京
城
・
仁
川
な
ど
で
発
刊
さ
れ
た
。
彼
の
代
表
的
著
嘗
『
飲
氷
室
文
集
』
は
翻
訳
さ
れ
、
朝
騨
群
の
知
識
人
た
ち
も
広
く
読
め

（
ね
）

ろ
と
こ
ろ
と
な
り
、
且
つ
一
般
の
人
々
に
４
℃
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
梁
啓
超
が
中
国
に
帰
国
し
た
の
は
、
中
華
民
国
が

成
立
し
た
一
九
一
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
白
樂
溶
は
、
思
想
家
梁
啓
超
に
対
し
て
「
中
国
に
お
け
る
啓
蒙
思
想
家
・
言
論
人
で
あ
っ
て
、

彼
の
思
想
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
て
、
わ
が
国
の
若
者
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
」
と
述
べ
つ
つ
、
「
彼
は
、
心
の
恩

（
帥
）

師
と
し
て
思
っ
て
い
る
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
ま
た
、
白
樂
溶
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
一
九
二
一
一
一
年
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
（
勺
三
一
四
’

ソ
ジ
ニ
ピ
ル

ア
ン
チ
ャ
ン
ホ

Ｑ
①
一
己
三
四
）
で
、
独
立
協
会
の
徐
載
弼
（
一
八
六
八
’
一
九
五
一
）
・
安
昌
浩
（
一
八
七
八
’
一
九
一
一
一
八
）
な
ど
と
会
っ
て
、
朝
鮮
に
お
い

て
啓
蒙
運
動
を
広
げ
る
こ
と
を
協
議
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
、
彼
が
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
頃
に
は
、
『
東
亜
日
報
』
、
『
朝
鮮
日
報
』
な
ど
に
よ
る
様
々
な
啓
蒙
運
動
が
広
が
っ
て

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

一
○
九
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

二
○

い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
『
東
亜
日
報
』
は
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
一
一
一
四
年
ま
で
の
期
間
中
に
ロ
シ
ア
の
ヴ
ナ
ロ
ー
ド
（
『
ロ
ロ
『
○
・
）
運
動

に
着
目
し
て
「
学
生
ヴ
ナ
ロ
ー
ド
運
動
」
を
展
開
し
て
ハ
ン
グ
ル
普
及
運
動
を
広
げ
た
。
白
樂
溶
は
、
こ
の
よ
う
に
大
学
生
た
ち
に
よ
る

一
般
人
向
け
ハ
ン
グ
ル
講
習
以
外
に
、
知
識
人
層
の
熟
帥
・
学
者
な
ど
を
対
象
に
ハ
ン
グ
ル
講
習
・
文
法
研
究
会
を
広
げ
て
、
知
識
人
層チ
ェ

ヘ
の
ハ
ン
グ
ル
普
及
に
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
一
一
一
年
と
一
九
三
二
年
に
は
、
「
朝
鮮
語
学
会
」
の
後
援
で
崔

ヒ
コ
ン
ベ

絃
培
な
ど
の
国
語
学
者
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
す
る
｝
」
と
に
よ
っ
て
、
知
識
人
層
が
ハ
ン
グ
ル
を
正
し
く
理
解
し
美
術
用
語
な
ど
に
も
幅

広
く
応
用
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
。
一
九
三
一
一
一
年
に
は
、
「
朝
鮮
語
学
会
」
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
ハ
ン
グ
ル
文
法
統
一
案
」
を
約
二

（
則
）

○
万
部
印
刷
し
て
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
満
州
・
日
本
に
も
配
布
し
た
上
に
、
一
一
一
一
口
語
使
用
に
お
け
る
日
本
の
「
文
化
統
治
」
政
策
を
糾

弾
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
植
民
地
時
代
に
行
わ
れ
た
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
運
動
は
、
「
独
立
の
た
め
の
原
動
力
の
培
養
」
と
い
う
巨

大
な
日
標
を
［
曰
指
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
語
の
守
護
と
普
及
に
お
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
役
割
に
対
す
る
白
樂
溶
の
期
待
に
応

え
負
口
勤
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
普
及
運
動
を
通
し
て
、
伝
統
文
化
の
体
系
的
研
究
の
必
要
性
と
共
に
国

学
（
【
日
の
目
。
｝
ｏ
喝
）
研
究
、
そ
し
て
言
論
字
の
体
系
的
な
教
育
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
｜
「
震
檀
学
会
」
と

「
延
世
大
学
一
早
万
学
研
究
所
〈
以
後
、
国
学
研
究
院
に
な
る
）
」
、
そ
し
て
「
延
世
大
学
新
聞
科
学
研
究
所
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
現
実

化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
、
ア
メ
リ
カ
は
朝
鮮
に
お
け
る
「
新
聞
・
雑
誌
発
行
許
可
制
」
を
撤
廃
し
、
「
自
由
放
任
言
論
政

策
」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
様
な
日
刊
新
聞
と
週
刊
・
月
刊
刊
行
物
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
植
民
地
統
治
期
間
中
、

極
め
て
抑
圧
さ
れ
て
い
た
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
数
は
、
植
民
地
解
放
後
、
急
激
に
膨
張
を
し
続
け
た
。
白
樂
涛
は
そ
こ
で
働
く
言
論
人
の

需
要
を
充
当
す
る
と
同
時
に
、
学
問
的
に
も
体
系
化
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
的
・
社
会
的
な
動
き
を
背
景
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に
設
立
さ
れ
た
の
が
「
朝
鮮
新
聞
研
究
所
」
で
あ
っ
た
。
「
朝
鮮
新
聞
研
究
所
」
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
言
論
人
養
成
を
そ
の
目
的
に

し
て
創
立
発
起
人
大
会
を
開
き
、
延
世
大
学
「
新
聞
科
学
研
究
所
」
と
い
う
名
前
で
正
式
に
設
立
さ
れ
た
。
韓
国
に
お
い
て
マ
ス
コ
ミ
関

係
の
研
究
所
が
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

「
新
聞
科
学
研
究
所
」
は
理
事
会
を
元
に
新
聞
と
通
信
に
対
す
る
学
問
的
研
究
の
た
め
に
大
学
と
の
連
携
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
の
他

に
も
報
道
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
部
門
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
並
行
し
て
、
当
該
部
門
の
研
究
者
お
よ
び
質
の
高
い
言
論
人
の
養
成
を

目
標
に
事
業
計
画
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
「
新
聞
科
学
研
究
所
」
は
「
新
聞
の
日
」
の
制
定
お
よ
び
新
聞
展
覧
会
を
開
催
す

る
な
ど
の
計
画
を
掲
げ
る
と
共
に
、
「
新
聞
年
鑑
」
を
発
刊
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
七
年
二
月
一
八
日
、
米
軍
政
庁
学
務
局
か

ら
設
立
を
認
め
ら
れ
た
。
当
時
の
混
乱
し
た
社
会
の
雰
囲
気
に
屈
せ
ず
、
目
標
を
設
定
し
、
方
向
性
を
標
楠
し
た
こ
の
よ
う
な
動
き
は
他

の
学
問
と
学
界
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

白
樂
溶
は
、
学
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
植
民
地
統
治
時
代
か
ら
植
民
地
解
放
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
、
彼
が
マ
ス
コ
ミ
・

言
論
界
に
与
え
た
影
響
力
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
学
者
・
教
育
者
と
し
て
の
彼
が
マ
ス
コ

ミ
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
学
問
的
な
体
系
で
発
展
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
様
々
な
努
力
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
彼
に
お

け
る
他
の
学
問
世
界
の
背
景
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
し
て
い
く
た
め
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
啓
蒙
的
思
想
家
で

あ
る
梁
啓
超
の
「
変
法
自
強
運
動
」
思
想
が
、
植
民
地
下
の
朝
鮮
に
お
い
て
「
愛
国
啓
蒙
運
動
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
彼
は
、
自
ら
が
ア
メ
リ
カ
留
学
で
渉
猟
し
た
西
欧
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
な
ど
を
併

せ
持
つ
学
問
的
背
景
を
具
備
し
て
い
た
。
近
代
的
な
マ
ス
コ
ミ
・
言
論
体
系
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
彼
が
、
植
民
地
統
治
と
植
民
地
解
放

後
の
祖
国
に
お
け
る
社
会
・
政
治
的
状
況
の
中
で
マ
ス
コ
ミ
・
言
論
に
対
す
る
問
題
意
識
を
持
ち
始
め
た
こ
と
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
と

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
｜
）
（
崖
）

一
一
一
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
一
号

一
一
一
一

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

自
ら
の
論
文
「
弓
宮
の
国
の
【
・
『
］
Ｃ
帛
勺
『
ｏ
【
の
②
白
員
三
一
の
⑪
一
○
ゴ
ヨ
【
。
『
８
．
］
②
笛
Ｉ
］
①
Ｓ
」
の
中
で
彼
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
た
ち

が
展
開
し
た
新
聞
・
出
版
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
事
業
に
着
目
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
播
を
「
新
文
化
展
開
の
一
面
」
と
把
握
し
た
。
彼
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
播
過
程
に
お
い
て
、
聖
書
出
版
物
の
影
響
が
絶
対
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
問
的
観
点
を
持
っ
た
彼
は
、
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
に
韓
国
で
は
初
め
て
と
な
る
マ
ス
コ
ミ
研
究
機
関
、
延
世

大
学
新
聞
科
学
研
究
所
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
五
三
年
に
は
、
韓
国
に
お
け
る

雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
『
思
想
」
を
設
立
し
、
『
思
想
界
』
へ
の
発
展
を
支
援
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
白
樂
溶
は
、
こ
の
よ

う
に
近
代
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
言
論
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
導
入
と
現
実
化
を
目
指
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

ご
「
の
弓
岱
く
の
巴
『
の
口
・
『
○
ヶ
の
①
『
ぐ
の
Ｑ
芹
ロ
の
頒
円
の
四
【
の
索
の
ｇ
ｏ
｛
三
の
ロ
ユ
ロ
ー
の
ロ
ロ
四
ｍ
の
巨
石
○
コ
芹
ロ
の
【
。
『
の
四
口
己
の
ｏ
ｂ
－
の
．
ヨ
コ
の
①
⑩
冨
巨
一
の
ゴ
ー

日
の
日
。
『
岳
の
幻
○
日
四
目
○
四
岳
。
」
】
ｏ
Ｃ
ゴ
ロ
『
○
ず
旨
【
。
【
の
四
・
両
。
⑪
い
・
の
言
。
『
六
四
日
。
ご
晒
昏
の
【
。
『
の
ロ
ゴ
の
〕
口
冒
の
三
四
口
●
す
こ
『
一
四
コ
『
ロ
一
一
の
］
の
》

Ｓ
の
。
。
□
ぐ
の
『
⑩
』
○
コ
。
『
芹
弓
の
【
。
『
の
四
口
の
目
。
①
。
威
ヨ
」
凹
己
四
目
ｍ
ｐ
Ｑ
号
の
、
の
①
。
‐
⑫
。
冨
冒
、
目
尻
。
『
３
。
ロ
コ
コ
胸
（
す
の
○
℃
の
日
ロ
、
□
四
］
の
藝

乏
の
『
の
、
一
一
Ｑ
○
コ
の
芹
す
『
○
口
悶
茸
○
戸
『
一
の
（
国
二
一
一
斤
の
『
９
口
『
の
．
『
す
の
。
｝
『
。
こ
－
口
ご
ｏ
ｐ
Ｃ
［
○
す
『
】
⑩
｛
国
ロ
ケ
○
○
六
の
、
ロ
ロ
己
陣
日
己
宮
］
の
（
⑫
ゴ
山
の
ワ
の
①
。

。
□
の
。
【
〔
ロ
の
日
○
の
｛
の
『
『
の
具
】
ぐ
の
日
』
、
巴
。
ご
ロ
『
】
ヨ
の
（
ず
Ｃ
Ｑ
い
・
目
宜
の
宅
『
。
｛
Ｃ
の
国
。
（
ヨ
ー
印
印
〕
ｏ
ｐ
ｐ
ｐ
の
⑪
の
四
『
一
『
『
の
四
一
一
Ｎ
の
ｑ
｛
す
の
ロ
の
①
９
。
【
⑩
『
の
｛
の
ヨ
ー

（
配
）

座
二
Ｃ
已
巨
ワ
ー
）
８
（
一
○
．
画
。
□
＆
⑰
印
の
白
日
凹
蝕
○
口
。
｛
一
一
【
の
『
■
Ｅ
『
の
。
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（
４
）
一
一
一
谷
太
一
郎
『
近
代
日
本
の
戦
争
と
政
治
』
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
’
九
九
七
年
、
三
○
九
’
三
一
一
頁
参
照
。

（
５
）
韓
国
教
育
問
題
研
究
所
編
『
文
教
史
、
一
九
四
五
’
一
九
七
三
』
、
ソ
ウ
ル
、
中
央
大
学
出
版
局
、
’
九
七
四
年
、
一
五
八
’
一
六
一
頁
参
照
。

（
６
）
白
樂
溶
『
韓
国
の
現
実
と
理
想
』
、
ソ
ウ
ル
、
東
亜
出
版
社
、
一
九
六
一
一
一
年
、
七
二
’
七
六
頁
参
照
。

（
７
）
金
仁
會
（
キ
ム
・
イ
ン
フ
ニ
）
『
教
育
と
民
衆
文
化
』
ソ
ウ
ル
、
ハ
ン
ギ
ル
社
、
’
九
八
三
年
、
二
一
’
一
一
二
頁
参
照
。

（
８
）
白
樂
祷
「
韓
国
の
現
実
と
理
想
」
ソ
ウ
ル
、
東
亜
出
版
社
、
］
九
六
三
年
、
一
一
五
九
頁
。

（
９
）
前
掲
書
、
一
一
三
’
二
四
頁
。

両
）
白
樂
溶
『
わ
が
最
終
講
義
録
」
、
ソ
ウ
ル
、
正
音
社
、
’
九
八
三
年
、
二
五
○
頁
。

、
）
金
燦
國
（
キ
ム
・
チ
ァ
ン
グ
ッ
ク
）
「
庸
齋
の
一
生
、
思
想
、
そ
し
て
学
問
」
、
「
白
樂
溶
博
士
の
学
問
と
思
想
』
（
国
学
叢
書
Ⅲ
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学

出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
一
一
頁
。

（
⑫
）
在
朝
鮮
ア
メ
リ
カ
司
令
部
軍
政
庁
（
□
の
シ
三
○
【
．
ご
巳
一
の
□
⑫
白
房
シ
『
曰
］
宣
旨
、
『
］
の
。
ぐ
①
日
目
の
ロ
ニ
コ
屍
。
Ｈ
①
四
）
血
一
九
四
五
年
九
月
二
日
、
朝
鮮

半
島
の
南
側
に
設
置
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
陸
軍
司
令
部
軍
庁
を
指
す
。
こ
れ
以
後
ア
メ
リ
カ
陸
軍
太
平
洋
総
司
令
官
の
Ｄ
・
マ
ッ
カ
サ
ー
は
、
連
合
軍
司
令
官
の

資
格
に
よ
り
①
朝
鮮
半
島
北
緯
鍋
度
線
以
北
の
残
留
日
本
軍
は
、
ソ
連
極
東
最
高
司
令
官
に
降
伏
す
る
こ
と
②
朝
鮮
半
島
北
緯
犯
度
線
以
南
の
残
留
日
本

軍
は
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
太
平
洋
最
高
司
令
官
に
降
伏
す
る
こ
と
な
ど
を
そ
の
内
容
と
す
る
二
股
命
令
第
一
号
」
を
発
表
し
た
。
マ
ッ
カ
サ
ー
は
、
同
年
九
月

九
日
か
ら
朝
鮮
半
島
の
犯
度
線
以
南
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
統
治
を
宣
言
、
こ
れ
で
朝
鮮
半
島
の
分
断
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
－
筆
者
Ｉ

（
四
）
白
樂
鱒
「
横
軸
的
社
会
生
活
」
『
教
会
と
奉
仕
』
白
樂
溶
全
集
第
四
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
三
五
九
－
一
一
一
六
一
一
一
頁
参
照
・

（
Ｍ
）
白
樂
溶
「
勺
８
ｍ
『
の
綴
」
「
政
治
と
社
会
」
（
白
樂
溶
全
集
第
七
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
’
九
九
五
年
、
一
一
一
○
八
頁
。

〈
崎
〉
白
樂
溶
「
道
義
教
育
の
た
め
の
助
言
」
『
大
学
と
教
育
」
（
白
樂
溶
全
集
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
二
二
五
頁
・

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
（
己
（
崖
）

一
一
一
一
一

（
３
）
毒

参
照
。

（
２
）
金
燦
國
平
ム
・
チ
ァ
ン
グ
ッ
ク
）
「
白
樂
溶
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
教
育
」
「
白
樂
祷
全
集
』
（
第
十
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、

（
１
）
一

参
照
。

）
金
燦
國
盃

一
八
六
頁
参
照
。

孫
仁
錬
（
ソ
ン
・
イ
ン
ス
）
「
韓
国
教
育
と
白
樂
溶
先
生
」
「
延
世
教
育
科
学
』
第
五
巻
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
’
九
七
九
年
、
二
一
’
一
一
七
頁

黄
元
九
（
フ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ン
グ
）
「
庸
齋
と
韓
国
思
想
」
『
白
樂
溶
全
集
』
（
第
十
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
九
九
’
一
○
○
頁
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一、デー、￣、へ

八四四ｌＺｕ
頁
参金李前前

蝿Ｅ盛攪填

（
加
）
白
樂
溶
「
勺
『
◎
臼
の
の
②
」
｛
政

（
Ⅲ
）
金
仁
會
（
キ
ム
・
イ
ン
フ
｜

宛
）
水
野
直
樹
「
新
幹
会
東
一
星

（
鴎
）
李
文
連
（
イ
・
ム
ン
ゥ
ｉ

一
九
八
三
年
、
九
八
三
頁
参
照
。

（
醜
）
妻
慧
淑
（
カ
ン
・
ヘ
ス
ヅ
ク
）
『
実
力
養
成
論
者
と
し
て
の
安
昌
浩
に
関
す
る
教
育
学
的
考
察
ｌ
社
会
進
化
論
を
中
心
に
ｌ
』
莚
世
大
学
教
育
学
修

士
論
文
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
教
育
学
研
究
科
、
一
九
九
三
年
。

（
班
）
白
樂
溶
「
勺
『
○
日
＄
の
」
『
政
治
と
社
会
」
（
白
樂
涛
全
集
第
七
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
三
○
七
頁
。

〈
鯛
）
金
錫
得
（
キ
ム
・
ソ
ッ
ク
ド
ゥ
ッ
ク
）
『
崖
弦
培
ｌ
学
問
と
思
想
１
１
』
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
二
○
○
○
年
、
三
一
頁
。

（
〃
）
前
掲
書
、
一
一
五
’
一
一
八
頁
参
照
。

兎
）
金
仁
會
（
キ
ム
・
イ
ン
フ
ェ
）
「
教
育
者
と
し
て
の
庸
齋
」
『
白
樂
溶
博
士
の
学
問
と
思
想
』
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
六
八
頁
参

ヘーミ〆声、￣、

（(翌辺塑至
｡ 

版
部
、
九
四
’
九
五
頁
。

訂
）
白
樂
溶
「
延
世
教
一

兎
）
韓
国
教
育
問
題
研
｛

（
翌
白
樂
溶
「
韓
国
教
一

（
翌
前
掲
書
、
四
五
頁
。

側

（
羽
）
白
樂
溶
「
韓
国
の
現
実
と
理
想
』
（
上
）
、
ソ
ウ
ル
、
東
亜
出
版
社
、
一
一
一
一
一
一
頁
。

（
釦
）
白
樂
溶
「
ご
己
ぐ
の
『
の
｝
ご
両
目
Ｃ
呂
目
ｚ
の
①
ロ
の
ｓ
ｏ
の
ぐ
の
｜
Ｃ
己
口
昌
ぐ
曾
段
｝
ご
－
の
薯
」
『
大
学
と
教
育
」
（
白
樂
溶
全
集
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出

李
成
茂
（
イ
・
ソ
ン
ム
）
『
朝
鮮
の
科
挙
制
度
』
、
ソ
ウ
ル
、
集
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
一
二
四
頁
（
引
用
文
参
照
）
。

金
仁
會
早
ム
・
イ
ン
フ
ェ
）
「
教
育
者
と
し
て
の
庸
齋
」
『
白
樂
溶
博
士
の
学
問
と
思
想
」
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、

前
掲
書
、
二
二
六
言

前
掲
書
一
九
八
頁
。

白
樂
溶
「
勺
『
◎
臼
の
の
②
」
『
政
治
と
社
会
』
（
白
樂
溶
全
集
第
七
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
一
一
○
六
頁
。

金
仁
會
（
キ
ム
・
イ
ン
フ
ェ
）
『
教
育
史
・
教
育
哲
学
講
義
』
、
ソ
ウ
ル
、
文
音
社
、
一
九
八
五
年
、
一
一
一
六
六
－
一
一
一
八
二
頁
参
照
。

水
野
直
樹
「
新
幹
会
東
京
支
会
の
活
動
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
史
叢
』
（
創
刊
号
）
、
神
戸
、
青
丘
文
庫
、
一
九
七
九
年
参
照
。

李
文
連
（
イ
・
ム
ン
ウ
ォ
ン
）
『
新
幹
会
、
民
族
運
動
の
教
育
史
的
研
究
』
（
延
世
大
学
人
文
学
博
士
学
位
論
文
〉
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
人
文
学
研
究
科
、

白
樂
溶
「
延
世
教
育
の
進
路
」
「
大
学
と
教
育
』
百
樂
溶
全
集
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
六
七
頁
。

韓
国
教
育
問
題
研
究
所
編
『
文
教
史
二
九
四
五
１
一
九
七
一
一
一
』
ソ
ウ
ル
、
中
央
大
学
出
版
局
、
一
九
七
四
年
、
一
一
一
一
四
頁
。

白
樂
溶
「
韓
国
教
育
の
秘
話
」
『
大
学
と
教
育
』
百
樂
溶
全
集
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
四
六
頁
。

前
掲
書
、
四
五
頁
。

法
学
志
林
第
一

穂
書
、
二
二
六
頁
。

第
一
○
四
巻
第
一
号

一
九
九
五
年
、
三
七
－
三

一

四
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訂
）
洪
以
愛
（
ホ
一

五
’
二
七
参
照
頁
。

豆
）
白
樂
溶
「
今
［

（
斑
）
洪
以
饗
（
ホ
」

一
頁
。

〆■、￣､〆￣、￣ ￣、￣、〆￣､－屯グー、￣、〆￣へ

辺翌週迎版埜竺笠週埋辿迎
頁部
。Ｆ閂占一二・､￣＝＝￣望一一一一一

グー、￣、ゲニ、デヘグー、

３９３８３７３６３５ 
、－ン～〆､－グ－〆－ｸﾞ

①
呉
天
錫
牙
・
チ
ョ
ン
ソ
ッ
ク
）
『
韓
国
新
教
育
史
』
ソ
ウ
ル
、
現
代
教
育
叢
書
出
版
社
、
一
九
六
四
年
、
四
○
七
’
四
○
八
頁
参
照
。

②
洪
雄
善
（
ホ
ン
・
ウ
ン
グ
ソ
ご
『
光
復
後
の
新
教
育
運
動
、
一
九
四
六
～
一
九
四
九
朝
鉾
教
育
研
究
会
を
中
心
に
し
て
』
九
’
一
○
頁
参
照
。

白
樂
溶
『
韓
国
の
理
想
と
現
実
』
（
上
）
、
ソ
ウ
ル
、
東
亜
出
版
社
、
一
九
六
三
年
、
一
八
三
頁
。

白
樂
溶
「
今
日
に
相
応
し
い
文
化
教
育
」
『
新
教
育
』
（
創
刊
号
）
、
一
九
五
○
年
一
月
・
二
月
号
。

洪
以
饗
（
ホ
ン
・
イ
ソ
ッ
プ
）
弓
学
講
記
路
⑫
白
樂
溶
博
士
小
傅
』
の
引
用
文
」
、
『
白
樂
溶
全
集
』
、
ソ
ウ
ル
愈
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
二

白
樂
溶
「
句
。
『
①
肴
・
ａ
Ｃ
〔
【
Ｃ
『
８
－
，
印
の
冒
口
の
。
三
］
」
「
延
世
教
育
の
理
想
」
（
白
樂
溶
全
集
第
三
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
五
○
九
頁
。

白
樂
溶
「
我
が
人
生
を
振
替
え
て
」
『
回
顧
録
』
（
白
樂
溶
全
集
第
九
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
四
○
三
’
四
○
四
頁
参
照
。

白
樂
溶
「
定
見
」
『
随
想
録
』
百
樂
溶
全
集
第
八
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
二
五
八
頁
。

白
樂
溶
「
句
・
円
の
ご
ｏ
ａ
Ｃ
【
ｓ
の
勺
凹
の
⑩
】
ロ
胸
Ｃ
〔
【
・
『
田
」
「
歴
史
と
文
化
」
（
白
樂
溶
全
集
第
六
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
四
四

前
掲
書
、
’
六
五
言

白
樂
溶
「
己
昌
ご
臼

、
九
五
’
九
六
頁
。

白
樂
溶
「
我
々
に
相
応
し
い
教
育
」
『
大
学
と
教
育
」
百
樂
溶
全
集
第
五
集
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
○
’
一
四
頁
○

白
樂
溶
「
延
世
教
育
の
進
路
」
『
大
学
と
教
育
』
（
白
樂
溶
全
集
第
五
集
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
六
四
頁
。

前
掲
番
、

前
掲
書
、

李
浩
盛
才
上

前
掲
轡
参
照
。

白
樂
鱒
「
慶
北
大
学
開
校
式
辞
」
『
大
学
と
教
育
』
（
白
樂
溶
全
集
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
三
二
四
頁
。

李
亨
行
（
ィ
・
ヒ
ョ
ン
ヘ
ン
）
「
新
教
育
行
政
論
』
ソ
ウ
ル
、
文
音
社
、
’
九
八
五
年
、
二
二
五
－
二
二
八
頁
参
照
。

李
浩
盛
（
ィ
・
ホ
ソ
こ
『
教
育
自
治
制
と
そ
の
運
営
」
ソ
ウ
ル
、
韓
国
教
育
文
化
社
、
一
九
五
四
年
参
照
。

白
樂
溶
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

「
己
昌
ご
ロ
⑪
】
｛
］
向
Ｑ
Ｅ
Ｄ
ｇ
－
Ｃ
目

（
ホ
ン
・
イ
ソ
ッ
プ
）

’
六
五
頁
。

一
八
五
頁
。

一
八
七
頁
。

『
学
譲
記
略
如
白
樂
溶
博
士
小
傅
』
の
引
用
文
」
、
『
白
樂
溶
全
集
」
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
二

ｚ
の
日
航
戸
Ｃ
Ｄ
⑩
己
の
］
ｏ
ロ
ロ
ヨ
『
の
『
８
］
言
の
尋
」
『
大
学
と
教
育
』
（
白
樂
溶
全
集
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出

一

五
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←、〆￣、

照題型
◎ 

（
型
白
樂
溶
「
新
し
い
学
問
の
体
系
の
確
立
」
『
随
想
録
』
（
白
樂
溶
全
集
第
八
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
二
四
七
頁
。

ジ
ャ
シ
ザ
ュ
ン
ハ

キ
ム
ク

（
“
）
張
俊
河
（
一
九
一
八
’
一
九
七
五
）
叩
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
、
一
九
四
五
年
解
放
直
後
、
大
韓
民
国
臨
時
政
府
主
席
の
金
九
の
秘
書
、
一
九
五
一
一

年
に
白
樂
溶
が
立
ち
上
げ
た
学
術
教
護
誌
『
思
想
』
誌
を
引
き
受
け
る
、
一
九
五
三
年
「
思
想
界
」
と
し
て
再
創
刊
、
’
九
六
二
年
韓
国
最
初
で
マ
グ
サ
ィ
サ

パ
ヲ
ク
ジ
ョ
ン
ヒ

イ
賞
（
言
四
ｍ
８
］
⑫
四
］
勺
『
旨
の
）
言
論
・
文
学
部
門
受
賞
、
一
九
六
六
年
朴
正
煕
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
「
国
家
元
首
冒
涜
罪
」
で
逮
捕
・
刑
務
所
服
役
中
、
国

潴
市
ク
ソ
■
・
〆
上

会
議
員
に
当
選
、
’
九
七
一
年
政
界
引
退
後
『
思
想
界
」
の
社
長
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
、
一
九
七
五
年
朴
正
煕
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
「
国
家
緊

キ
■
ン
午

急
措
置
法
第
１
具
己
違
反
の
嫌
疑
で
逮
捕
・
砠
年
刑
を
一
一
一
一
口
い
渡
さ
れ
る
、
刑
執
行
猶
予
で
仮
釈
放
さ
れ
た
後
民
主
化
連
動
に
全
力
を
尽
く
す
、
同
年
韓
国
京
機

ド
ポ
チ
■
ン
・
ソ
イ
ド
ン
ミ
■
シ

道
拘
川
市
二
東
面
の
登
山
路
で
ス
ー
ツ
姿
の
謎
の
遺
体
で
発
見
。
ｌ
筆
者
ｌ

（
髄
）
張
俊
河
「
私
と
雑
誌
『
思
想
界
』
」
『
張
俊
河
文
集
』
、
ソ
ウ
ル
、
思
想
界
、
一
九
八
五
年
、
二
八
六
頁
。

命
）
白
樂
溶
「
私
の
周
辺
」
『
白
樂
溶
全
集
」
（
第
九
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
四
八
四
頁
。

〈
師
）
白
樂
欝
『
小
河
の
ほ
と
り
に
植
え
た
樹
木
ｌ
私
の
人
生
観
ｌ
』
フ
ィ
ム
ン
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
六
三
頁
。

グー、￣、￣￣、￣、グー､デー、

６２６１６０５９５８５７５６ 
￣～プ～〆～プ～プ～ン～グ、－プ

ーーー洪前前前白前白
三以掲掲掲樂掲樂
頁愛嘗轡轡溶書溶
Ｏ 、、、 、

_、－＄‐且〆へ〆角、冴色、

７０６９６８６７６６６５ 
閂－ｹﾞ～ジ、■〆～ジ－〆￣グ

白
樂
溶
「
実
学
の
現
代
的
意
義
」
『
歴
史
と
文
化
』
（
白
樂
溶
全
集
第
六
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
三
頁
。

法
学
志
林
箪

前
掲
書
、
三
七
頁
。

藤
盛
環
フ
ル
：

白
樂
溶
「
Ｆ
ｏ
Ｃ
嵐
ロ
関
日
ｎ
戸
Ｃ
ぐ
図
三
里
口
命
呂
日
の
」
『
回
顧
録
」
（
白
樂
祷
全
集
第
九
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
’
九
九
五
年
、
二
一
六
頁
。

洪
以
饗
（
ホ
ン
・
イ
ソ
ッ
プ
）
「
解
釈
『
鄭
寅
普
』
」
、
『
陽
明
学
演
論
』
、
ソ
ウ
ル
、
サ
ム
ス
ン
文
化
財
団
、
一
九
七
二
年
、
二
五
○
頁
。

張
俊
河
「
私
と
雑
誌
『
思
想
界
上
『
張
俊
河
文
集
」
、
ソ
ウ
ル
、
思
想
界
、
’
九
八
五
年
、
九
六
’
九
七
頁
参
照
。

前
掲
轡
、
六
四
頁
。

二
二
頁
。

（
ホ
ン
・
イ
ソ
ッ
プ
）
『
学
議
記
略
卵
白
樂
溶
博
士
小
傅
』
の
引
用
文
」
、
『
白
樂
溶
全
集
』
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、

一
○
九
頁
。

一
○
頁
。

’
三
頁
。

・
ソ
ン
ギ
ョ
ン
）

第
一
○
四
巻

第
一
号

「
庸
齋
の
文
化
認
識
」
『
白
樂
溶
博
士
の
学
問
と
思
想
』
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
’
九
九
五
年
、
二
五
九
頁
参

’
一
ハ
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殉
）
前
掲
書
参
照
。

（
布
）
鄭
督
錫
（
ジ
ョ
ン
・
チ
ン
ソ
ッ
ク
）
「
庸
齋
と
言
論
」
『
白
樂
溶
博
士
の
学
問
と
思
想
』
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
二
一
一
頁
参
照
。

（
布
）
車
培
根
（
チ
ァ
・
ベ
グ
ン
）
「
中
国
近
代
言
論
史
』
、
ソ
ウ
ル
、
ナ
ナ
ム
出
版
社
、
’
九
八
五
年
、
二
三
一
頁
。

（
両
）
李
光
鱗
（
イ
・
ク
ァ
ン
リ
ン
）
『
鞠
国
開
化
思
想
研
究
』
、
ソ
ウ
ル
、
一
湖
閣
、
一
九
七
九
年
、
二
五
五
’
二
八
七
頁
参
照
。

丙
）
植
民
地
時
代
に
お
け
る
ソ
ウ
ル
の
旧
名
。
Ｉ
簸
者
－

（
四
美
在
彦
（
カ
ン
・
ジ
ェ
オ
ン
）
『
韓
国
の
開
化
思
想
』
、
ソ
ウ
ル
、
比
聯
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
三
五
六
頁
。

（
帥
）
白
樂
溶
『
我
が
最
終
講
義
録
』
、
ソ
ウ
ル
、
正
音
文
化
社
、
一
九
八
三
年
、
二
六
四
頁
。

（
別
）
鄭
晉
錫
〈
ジ
ョ
ン
・
チ
ン
ソ
ッ
ク
）
「
庸
齋
と
言
論
」
『
白
樂
溶
博
士
の
学
問
と
思
想
』
、
ソ
ウ
ル
、
延
世
大
学
出
版
部
、
’
九
九
五
年
、
一
八
六
頁
。

（
鑓
）
伊
・
ロ
の
。
『
鷺
勺
尹
員
冨
弓
・
屋
峅
｛
ｃ
ｑ
Ｃ
［
宅
『
○
一
。
⑪
百
三
三
】
②
②
】
：
②
】
口
宍
Ｃ
局
８
』
題
画
１
】
巴
。
ご
》
恩
』
の
ご
己
『
の
『
②
ご
勺
『
①
閉
』
①
異
勺
・
勺
・
」
一
千
」
←
『
。

（
Ⅶ
）
一
一

（
犯
）
へ

（
ね
）
｛

参
照
。 前
掲
轡
、
一
○
四
’
一
○
七
頁
参
照
。

金
聾
翰
（
キ
ム
・
ソ
ン
ハ
ン
）
「
主
幹
と
い
う
立
場
と
し
て
の
思
い
出
」
『
思
想
界
』
、
一
九
六
三
年
四
月
、
二
七
四
－
二
七
六
頁
参
照
。

白
樂
溶
「
『
新
聞
の
日
』
制
定
祝
辞
」
『
新
聞
編
集
人
協
会
報
』
（
創
刊
号
、
’
九
五
七
年
八
月
一
三
日
字
）
、
新
聞
編
躯
協
会
、
一
九
五
七
年
、
三
１
五
頁

白
樂
祷
と
南
原
繁
に
お
け
る
教
育
理
念
と
政
治
思
想
の
展
開
二
）
（
崖
）

一

七
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